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3
6
 

図
 4

2 
エ
レ

ベ
ー

タ
ー

前
の
操

作
盤
前

に
点

状
ブ

ロ
ッ

ク
が

な
い
 

e 
誘

導
先

が
不

適
切

調
査

の
結

果
、
過
去

に
受

付
カ

ウ
ン
タ

ー
を

移
動

さ
せ

た
も

の
の
、
点

字
ブ
ロ

ッ
ク

を
移

設
し
な

か
っ

た

等
の

理
由

で
、
受
付

と
無

関
係

の
場
所

に
誘

導
し

て
い

た
施

設
が
５

施
設
（
図

 
4
3）
、
点

字
ブ
ロ

ッ
ク

が
受

付
の

下
敷

き
に

な
っ

て
い

た
施

設
が
３

施
設
（
図

 
44
）
確
認

さ
れ
た

。
ま

た
、
点
字

ブ
ロ

ッ
ク
に

よ
り

、
常

時
施

錠
さ

れ
て

い
る

扉
に

誘
導

し
て
い

た
施

設
が

２
施

設
（

図
 
45
）
あ

っ
た

。
 

(a
)か

わ
さ

き
南

部
斎

苑
 

(b
)入

江
崎

余
熱

利
用

プ
ー

ル
 

(c
)麻

生
市

民
館

 

(d
)労

働
会

館
(サ

ン
ピ

ア
ン

か
わ

さ
き

) 
(e

)麻
生

図
書

館
 

(f
)市

民
ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

 

(ｇ
)市

役
所

第
３
庁

舎
 

(h
)中

原
区

役
所

 

3
5
 

図
 4

1 
建
物

内
の

階
段

・
傾
斜

路
の
下

端
、

踊
場

に
点

状
ブ

ロ
ッ
ク

が
な

い
 

(b
)中

原
区

役
所

 
(a

)高
津

区
役

所
橘

出
張

所
 

(d
)宮

前
区

役
所

向
丘

出
張

所
 

(i
)中

部
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（水

道
） 

(c
)市

民
プ

ラ
ザ

 

(e
)幸

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

 
(f

)市
役

所
第

３
庁

舎
 

(g
)麻

生
図

書
館

 
(h

)川
崎

区
役

所
田

島
支

所
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3
8
 

図
 4

4 
点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
受
付

カ
ウ
ン

タ
ー

の
下

敷
き

に
な

っ
て
い

た
 

図
 4

5 
常
時

施
錠

さ
れ

て
い
る

扉
に
誘

導
し
て
い

た
 

f 
劣

化
、

損
壊

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
割

れ
て

突
き

出
て
い

る
施

設
、
広

範
囲

に
敷

設
さ
れ

た
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

大
部
分

が
は

が
れ

て
い

た
施

設
な

ど
、
劣
化

、
損

壊
し

て
い

る
点

字
ブ
ロ

ッ
ク
が

放
置

さ
れ

て
い

る
施

設
が
６

施
設

あ
っ

た
（

図
 
4
6
）。

 

(b
)宮

前
図

書
館

 
(a

)幸
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
 

(a
)麻

生
区

役
所

 
(b

)労
働

会
館

(サ
ン

ピ
ア

ン
か

わ
さ

き
) 

(c
) 

宮
前

市
民

館
 

3
7
 

図
 4

3 
受
付

と
無

関
係

の
場
所

に
誘
導

し
て

い
た
 

(a
)高

津
区

役
所

橘
出

張
所

 
(b

)中
原

区
役

所
 

(c
)市

民
プ

ラ
ザ

 

(d
)多

摩
区

役
所

 
(e

)日
吉

合
同

庁
舎

 

現
在

何
も

な
い

場
所

（過
去

に
受

付
が

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
場

所
）に

誘
導

 

写
真

コ
ー

ナ
ー

（
過

去
に

受
付

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

場
所

）に
誘

導
 ①

②

①
チ

ラ
シ

置
き

場
（過

去
に

受
付

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

場
所

）に
誘

導
 

②
何

も
な

い
場

所
（広

場
）に

誘
導

 

過
去

に
守

衛
室

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

場
所

に

誘
導

 

動
物

園
魅

力
発

信
コ

ー
ナ

ー
（点

字
な

し
）に

誘
導
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4
0
 

図
 4

7 
点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
上
に

障
害
物

（
マ

ッ
ト

）
を

置
い

て
い
た

 

(d
)市

民
プ

ラ
ザ

 

ほ
か

同
様

の
事

例
：宮

前
区
役
所

、
川
崎

区
役

所
田

島
支
所
、

宮
前
市

民
館

、
幸

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ

ー
、

多
摩

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

、
麻

生
ス

ポ
ー
ツ

セ
ン

タ
ー

、
総

合
福

祉
セ
ン

タ
ー
（
エ

ポ
ッ

ク
な

か
は
ら

）、
労
働

会

館
(サ

ン
ピ
ア

ン
か

わ
さ

き
)、

市
民
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
、

港
湾

振
興
会

館
（

川
崎

マ
リ

エ
ン

） 

(a
)多

摩
病

院
 

(c
)多

摩
区

役
所

 

(f
)川

崎
区

役
所

大
師

支
所

 

(b
)中

原
区

役
所

 

(e
)有

馬
・
野

川
生

涯
学

習
支

援
施

設
 

（
ア

リ
ー

ノ
） 

(g
)川

崎
病

院
 

3
9
 

図
 4

6 
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

劣
化

、
損
壊

が
放

置
さ

れ
て

い
た

 

g 
マ

ッ
ト

な
ど

の
障

害
物

 
(
a
)
 
マ

ッ
ト

 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

に
マ

ッ
ト

な
ど
の

物
を

置
い

て
い

た
施

設
が

1
7
施

設
あ

っ
た
（
図

 4
7
）。

一
方

、

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
避

け
て

マ
ッ

ト
を
設

置
す

る
な

ど
、
点
字

ブ
ロ
ッ

ク
の

上
に

重
ね

る
こ

と
な
く

マ
ッ

ト

を
置

い
て

い
た

施
設

が
あ

っ
た

（
図
 
4
8
）。

 

(a
)川

崎
病

院
 

（点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
割

れ
て

突
き

出
て

い
た

) 

(b
)と

ど
ろ

き
ア

リ
ー

ナ
 

(点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
大

部
分

が
は

が
れ

て
落

ち
て

い
た

） 

(e
) 王

禅
寺

余
熱

利
用

市
民

施
設

（
ヨ

ネ
ッ

テ
ィ
ー

王
禅

寺
）

（点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

に
セ

メ
ン

トが
塗

ら
れ

て
い

た
） 

(f
) 

日
吉

合
同

庁
舎

 

（点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
劣

化
し

摩
耗

し
て

い
た

） 

(c
)労

働
会

館
(サ

ン
ピ

ア
ン

か
わ

さ
き

) 

(ｄ
)川

崎
区

役
所

田
島

支
所

 

点
字

ブ
ロ

ッ

ク
の

位
置

 



川 崎 市 公 報 （第1,764号）平成31年(2019年)２月12日

－649－

　

　

4
2
 

図
 5

0 
点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
上
や

前
に
障

害
物

（
マ

ッ
ト

以
外

）
を
置

い
て

い
た

②
 

図
 5

1 
エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
操
作

盤
前
に
物
を

置
い
て
い

た
 

(a
) 

港
湾

振
興

会
館

（
川

崎
マ

リ
エ

ン
） 

(b
)王

禅
寺

余
熱

利
用

市
民

施
設

 （
ヨ

ネ
ッ

テ
ィ
ー

王
禅

寺
） 

(b
)さ

い
わ

い
健

康
福

祉
プ

ラ
ザ

 

(c
)教

育
文

化
会

館
大

師
分

館
 

(a
)中

央
支

援
学

校
 

(c
) 

川
崎

区
役

所
大

師
支

所
 

(d
) 

中
原

区
役

所
 

4
1
 

図
 4

8 
【
参

考
事

例
】

点
字
ブ

ロ
ッ
ク

と
両

立
す

る
マ

ッ
ト

の
設
置
 

 
(
b
)
 
マ
ッ

ト
以

外
の

障
害

物
 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

や
前

に
鉢

植
え
等

の
障

害
物

を
置

い
て

い
た
施

設
が

11
施
設

あ
っ
た
（

図
 
4
9～

図
 
5
1
）。

 

図
 4

9 
点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
上
や

前
に
障

害
物

（
マ

ッ
ト

以
外

）
を
置

い
て

い
た
 

(a
) 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
避

け
た

マ
ッ

トの
設

置
 

(b
) 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

と
一

体
型

の
マ

ッ
トの

設
置

 

(a
)大

山
街

道
ふ

る
さ

と
館

 
(b

)有
馬

・野
川

生
涯

学
習

支
援

施
設

（ア
リ
ー

ノ
） 

(c
)か

わ
さ

き
市

税
事

務
所

 
(d

)北
部

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

 

と
ど

ろ
き

ア
リ
ー

ナ
 

多
摩

病
院
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4
4
 

図
 5

3 
日
本

語
と

異
な

る
点
字

表
記
を

付
し

て
い

た
（

①
～

④
で
不

一
致

）
(南

部
身

体
障

害
者

福
祉

会
館

)

図
 5

4 
手
す

り
に

以
前

あ
っ
た

部
署
の

名
称

を
点

字
及

び
日

本
語
で

表
示

（多
摩

区
役

所
）

（
イ

）
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
 

a 
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
の

案
内
表

示

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

を
設

置
し

て
い

な
い
複

数
階

か
ら

な
る

施
設

に
お
い

て
は

、
代
替

措
置

と
し

て
建
物

入
口

に
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
を

設
置

し
、
イ
ン

タ
ー

ホ
ン

の
呼

び
出
し

に
応
じ

職
員

が
降

り
て

車
い

す
使
用

者
等

に
対

応
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。
利
用

者
に

対
し

イ
ン

タ
ー
ホ

ン
の
存

在
及

び
用

途
を

認
識

さ
せ
る

た
め

に
は
、

参
考

事
例

（
図

 
55
）
の

よ
う
に

案
内
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。
 

調
査

の
結

果
、
車
い

す
使

用
者

等
の
た

め
に

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

を
設
置

し
て

い
る

も
の

の
、
案

内
表

示
を

行

っ
て

い
な

い
施

設
が

あ
っ

た
（

図
 
56
）
。
 

そ
ー
ご
ー
あ
ん
な
い
ば
ん
 

３
F 

ざ
い
だ
ん
 
ほ
ー
じ
ん
 
か
わ
さ
き
し
 

 
 
 し

ん
た
い
 
し
ょ
ー
が
い
し
ゃ
 
ふ
く
し
 

 
 
 だ

ん
た
い
 
き
ょ
ー
ぎ
か
い
 

 
 
 か

い
ぎ
し
つ
 

 
 
 そ

ー
だ
ん
し
つ
 

２
F 

ふ
じ
み
え
ん
 

 
 
 じ

む
し
つ
 

 
 
 い

む
し
つ
 

 
 
 さ

ぎ
ょ
ー
し
つ
 

 
 
 し

ょ
く
ど
ー
 

１
F 

な
ん
ぶ
し
ん
た
い
 
し
ょ
ー
が
い
し
ゃ
 

 
 
 ふ

く
し
か
い
か
ん
 

 
 
 じ

む
し
つ
 

 
 
 し

ゅ
ー
か
い
し
つ
 

 
 
 に

ち
じ
ょ
ー
せ
い
か
つ
 
く
ん
れ
ん
し
つ
 

 
 
 そ

ー
だ
ん
し
つ
 

 
 
 と

し
ょ
し
つ
 

 
 
 さ

ぎ
ょ
ー
し
つ
 

左
図

白
線

枠
内

の
点

字
内

容
を

日
本

語
に

し
た

も
の

 

①
 

③
 

④
 

②
 

①
：

団
体

名
が

異
な

っ
て

い
る

。
②
：

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

室
」
（
日

本
語

）
が

「
か

い
ぎ

し
つ

」
（
点

字
）
に

な
っ

て
い

る
。

 

③
：

「
会

議
室

」
（
日

本
語

）
が

「
そ

ー
だ

ん
し

つ
」
（
点

字
）
に

な
っ

て
い

る
。
④
：

「
と

し
ょ

し
つ

」
（
点

字
）が

残
っ

て
い

る
。

 

4
3
 

エ
 

案
内

板
、

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

（
ア

）
点

字
に

よ
る

案
内

表
示
 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

施
し

た
エ

レ
ベ
ー

タ
ー

、
ト

イ
レ

、
駐
車

場
を
有

す
る

施
設

は
、
そ
れ

ら
を
案

内
す

る

案
内

表
示

を
設

置
す

る
必

要
が

あ
り
、
視

覚
障

害
者

に
対
す

る
案
内

設
備

は
、
点

字
等
に

よ
る
表

示
を

行
う

こ

と
と

さ
れ

て
い

る
（
政

令
2
0Ⅰ

,
Ⅱ
；
条

例
規

則
別

表
第

2
の

1
7
(2
)
）。

ま
た
、
市
の

基
準

で
は
、
階

段
等

の

手
す

り
の

始
終

端
部

に
必

要
に

応
じ
て

点
字

等
に

よ
る

案
内

を
す
る

も
の

と
さ

れ
て

い
る
（

条
例

規
則

別
表

第

2
の

2
0(
2
)
）。

 

調
査

の
結

果
、
案
内

板
に

点
字

を
付
し

て
い

る
も

の
の

、
点

字
の
表

記
が

誤
っ

て
い

た
施

設
（
図

 
52
）
や
、

日
本

語
の

表
記

と
異

な
る

内
容

の
点
字

を
付

し
て

い
た

施
設

が
あ
っ

た
（

図
 
5
3
）。

 

ま
た

、
手

す
り

に
以

前
あ

っ
た

部
署
の

名
称

が
点

字
等

で
表

示
さ
れ

て
い

た
事

例
が

あ
っ

た
（
図

 
54
）
。
 

図
 5

2 
点
字

の
表

記
が

誤
っ
て

い
た

（有
馬

・野
川

生
涯

学
習

支
援

施
設

（ア
リ
ー

ノ
））

※
白

点
線

枠
は

「
だ

い
」
を

示
す

部
分

。
 

本
来

①
と

②
は

同
じ

に
な

る
は

ず
で

あ
る

が
異

な
っ

て
い

る
。
 

②
の

第
２

学
習

室
の

点
字

が
正

し
く
、
①

の

第
１

学
習

室
の

点
字

は
一

部
欠

け
て

い
て

読
め

な
い

。
 

②
 

①
 

ヱ
い

き
 

と
し

ょ
し

つ
 

し
つ
 

(
a
)「

だ
い
」
の
一
部
が
欠
け
て
い
る
 

(
b
)「

ち
い
き
と
し
ょ
し
つ
」
の
「
ち
」
が
「
ヱ
」
に
な
っ
て
い
る
 

(
c
)「

わ
し
つ
」
の
「
わ
」
が
な
い
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4
6
 

図
 5

7 
車
い

す
使

用
者

等
の
た

め
の
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
の

前
に

大
き
な

段
差

が
あ

っ
た
 

オ
 

ト
イ

レ

（
ア

）
オ

ス
ト

メ
イ

ト
用

洗
浄
器

具
 

利
用

者
の

利
用

に
供

す
る

ト
イ

レ
を

設
け

る
場

合
、

オ
ス

ト
メ

イ
ト

用
の

洗
浄

器
具

を
設

け
た

多
機

能
ト

イ
レ

を
１

以
上

設
け

る
必

要
が

あ
る
（

政
令

14
Ⅰ
②

；
条
例

規
則
別

表
第

2
の

8(
1
)ス

；
図

 
58
）
。
 

調
査

の
結

果
、

オ
ス

ト
メ

イ
ト

用
の
洗

浄
器

具
が

１
台

も
設

置
さ
れ

て
い

な
い

施
設
が

3
1
設
あ

り
、

こ
の

中
に

は
、

洗
浄

器
具

の
設

置
が

可
能
と

思
わ

れ
る

広
さ

を
有

す
る
ト

イ
レ

も
あ

っ
た

（
図

 
5
9
）。

 

図
 5

8 
オ
ス

ト
メ

イ
ト

用
洗
浄

器
具
の

例
 

(a
)新

城
こ

ど
も

文
化

セ
ン

タ
ー

 

(b
)南

部
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（水

道
） 

4
cm

 

4
5
 

図
 5

5 
【
参

考
事

例
】

イ
ン
タ

ー
ホ
ン

の
案

内
表

示
の

例
（中

部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（水

道
））

図
 5

6 
案
内

標
示

の
な

い
車
い

す
使
用

者
等

の
た

め
の

イ
ン

タ
ー
ホ

ン
（北

部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（水

道
））

b 
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
の

前
の
段

差

調
査

の
結

果
、
車
い

す
使

用
者

等
の
た

め
に

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

を
設
置

し
て

い
る

も
の

の
、
イ

ン
タ

ー
ホ

ン

の
前

に
大

き
な

段
差

が
あ

り
、
車
い

す
使

用
者

が
イ

ン
タ
ー

ホ
ン
を

使
用

す
る

こ
と

が
困

難
な
施

設
が

あ
っ

た
（

図
 
5
7
）。

 

車
い

す
使

用
者

な
ど

の
た

め

の
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
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4
8
 

図
 6

1 
【
参

考
事

例
】

ト
イ
レ

内
に
掲

示
さ

れ
た

オ
ス

ト
メ

イ
ト
の

説
明

（市
役

所
第

３
庁

舎
）

（
イ

）
手

す
り

 

多
機

能
ト

イ
レ

以
外

に
小

便
器

を
設
け

る
場

合
は

、
１

以
上

の
小
便

器
に

つ
い

て
は

、
手

す
り
付

き
の

床
置

き
式

又
は

壁
掛

け
式

の
小

便
器
（
受

け
口

の
高

さ
が

3
5c
m
以

下
の
も

の
。
）
を

設
置

す
る
必

要
が
あ

る
（
条

例

規
則

別
表
第

2
の

8
(
2)
カ

）。
 

調
査

の
結

果
、

手
す

り
付

き
の

小
便
器

が
１

台
も

設
置

さ
れ

て
い
な

い
施

設
が

３
施

設
あ

っ
た
（

図
 
6
2）
。 

図
 6

2 
手
す

り
付

き
の

小
便
器

が
１
台

も
設

置
さ

れ
て

い
な

い
 

(a
)川

崎
区

役
所

大
師

支
所

 
(b

)労
働

会
館

(サ
ン

ピ
ア

ン
か

わ
さ

き
) 

(c
)川

崎
区

役
所

田
島

支
所

 

4
7
 

図
 5

9 
オ
ス

ト
メ

イ
ト

用
洗
浄

器
具
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

多
機
能

ト
イ

レ
（多

摩
区

役
所

）

一
方

、
通

常
の

洗
浄

器
具

の
設

置
が
ス

ペ
ー

ス
的

に
困

難
な

ト
イ
レ

に
お

い
て

、
簡

易
型

洗
浄
器

具
を

便
器

に
取

り
付

け
た

便
座

や
、
便
座

の
前
方

が
広

く
、
腰

掛
け
た

ま
ま
パ

ウ
チ

の
中

身
を

捨
て

ら
れ
る

前
広

便
座

を

設
置

し
て

い
る

施
設

が
あ

っ
た
（
図

 
6
0）
。
ま

た
、
ト

イ
レ
内

に
オ
ス

ト
メ

イ
ト

に
関

し
て

説
明
し

理
解

を
求

め
る

掲
示

を
し

て
い

る
施

設
が

あ
っ
た

（
図

 
61
）
。
 

図
 6

0 
【
参

考
事

例
】

簡
易
型

洗
浄
器

具
・

前
広

便
座
 

(a
)簡

易
型

洗
浄

器
具

（川
崎

病
院

） 
(b

)前
広

便
座

（市
役

所
第

3
庁

舎
） 

ほ
か

同
様

の
事

例
：

川
崎

区
役

所
、

高
津

区
役

所
、

宮
前

区
役

所
、

麻
生

区
役

所
、

川
崎

区
役

所
田

島
支

所
、
川

崎
区

役
所

大
師

支
所
、
日

吉
合
同

庁
舎

、
高
津

区
役

所
橘
出

張
所

、
宮
前

区
役
所

向
丘
出

張
所

、
労

働
会

館
、
高
津

市
民

館
、
宮
前

市
民
館

、
麻

生
市

民
館

、
と

ど
ろ
き

ア
リ

ー
ナ

、
幸

ス
ポ

ー
ツ
セ

ン
タ

ー
、

麻
生

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

、
入

江
崎

余
熱

利
用

プ
ー

ル
、

堤
根

余
熱

利
用

市
民

施
設

（
ヨ

ネ
ッ

テ
ィ

ー
堤

根
）、

王
禅

寺
余

熱
利

用
市

民
施

設
（
ヨ

ネ
ッ

テ
ィ

ー
王

禅
寺

）
、
市
民

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

、
か

わ
さ
き

エ
コ

暮

ら
し

未
来

館
、
大
山

街
道

ふ
る

さ
と
館

、
教

育
文

化
会

館
大

師
分
館

、
南

部
身

体
障

害
者

福
祉
会

館
、
か
わ

さ
き

健
康

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
、
総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー
（
エ
ポ

ッ
ク
な

か
は

ら
）
、
千

代
ケ
丘

老
人
い

こ
い

の

家
、

幸
こ

ど
も

文
化

セ
ン

タ
ー

、
宮
前

平
こ

ど
も

文
化

セ
ン

タ
ー
、

中
部

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー
（

水
道

）

か
わ

さ
き

基
準

（
K
IS

）

認
証

福
祉

製
品
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5
0
 

図
 6

5 
多
機

能
ト

イ
レ
内
や
前
に

物
が

置
か

れ
て

い
る
 

（
オ

）
表

示
 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
の

措
置

が
と

ら
れ

た
多

機
能

ト
イ

レ
の

付
近

に
は

、
多

機
能

ト
イ

レ
が

あ
る

こ
と

を
表

示
す

る
標

識
を

見
や

す
い

位
置

に
設
け

る
必

要
が

あ
る
（
政
令

1
9；
条
例

規
則
別

表
第

2
の

8
(
1
)
サ
,
1
7
(3
)
）。

 

調
査

の
結

果
、
多
機

能
ト

イ
レ

を
設
置

し
て

い
る

も
の

の
、
多

機
能

ト
イ

レ
が

あ
る

こ
と

を
示
す

表
示

が
な

い
施

設
が

あ
っ

た
（

図
 
6
6
）。

 

図
 6

6 
多
機

能
ト

イ
レ

が
あ
る

こ
と
を

示
す

表
示

が
な

い
（幸

こ
ど

も
文

化
セ

ン
タ

ー
）

（
カ

）
多

機
能

ト
イ

レ
の

水
栓
 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
応

の
多

機
能

ト
イ
レ

に
お

い
て

、
手

洗
い

場
の
水

栓
に

つ
い

て
は

、
レ

バ
ー
式

や
自

動
式

な
ど

簡
単

に
操

作
で

き
る

も
の

と
す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
と

さ
れ
る

（『
条
例

整
備

マ
ニ
ュ

ア
ル
』

p
.5
7
）。

 

調
査

の
結

果
、
多
機

能
ト

イ
レ

に
お
い

て
、
手
洗

い
場

の
水

栓
が
レ

バ
ー

式
又

は
自

動
式

等
で
な

か
っ

た
施

設
が

あ
っ

た
（

図
 
6
7
）。

 

(a
)幸

こ
ど

も
文

化
セ

ン
タ

ー
＊

(b
)菅

生
こ

ど
も

文
化

セ
ン

タ
ー

 

＊
多

機
能

ト
イ

レ
内

（
写

真
①

）
に

不
用

品
や

清
掃

用
具

（写
真

②
）が

置
か

れ
、
倉

庫
と

し
て

使
用

さ
れ

て
い

た
。
 

①

②

外
側
 

内
側
 

4
9
 

（
ウ

）
入

口
段

差
 

条
例

で
は

、
多

機
能

ト
イ

レ
以

外
に
利

用
者

に
供

す
る

ト
イ

レ
を
設

け
る

場
合

は
、
出
入

口
に
は

段
を

設
け

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

（
条

例
規
則

別
表
第

2
の

8
(
2)
イ

）
。
 

調
査

の
結

果
、

ト
イ

レ
の

入
口

に
２
c
m
を

超
え

る
段

差
が
あ

る
施
設

が
５

施
設

あ
っ

た
（

図
 
63
）
。
 

図
 6

3 
ト
イ

レ
の

入
口
に
段
差

が
あ
る
 

（
エ

）
多

機
能

ト
イ

レ
の

障
害
物
 

多
機

能
ト

イ
レ

の
手

す
り

の
使

用
を
妨

げ
る

物
が

置
か

れ
て

い
る
施

設
が

３
施

設
あ

り
（

図
 
64
）
、
ト

イ
レ

内
や

ト
イ

レ
の

前
に

物
が

置
か

れ
速

や
か

に
使

用
す

る
こ

と
が

困
難

と
な

っ
て

い
た

施
設

が
２

施
設

あ
っ

た

（
図

 
65
）
。
 

図
 6

4 
多
機

能
ト

イ
レ

の
手
す

り
の
使

用
を

妨
げ

る
物

が
置

か
れ
て

い
る
 

(a
)麻

生
区

役
所

 
(b

)大
山

街
道

ふ
る

さ
と

館
 

ほ
か

同
様

の
事

例
：高

津
区

役
所

橘
出
張

所

(a
)千

代
ケ

丘
老

人
い

こ
い

の
家

 

ほ
か

同
様

の
事

例
：高

津
老

人
い

こ
い
の

家
、
平

老
人

い
こ

い
の

家
、
北
部

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

（
水
道

）

(b
）平

こ
ど

も
文

化
セ

ン
タ

ー
 

1
0
cm

 

5
cm
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5
2
 

５
 

ソ
フ

ト
面

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

つ
い

て

（
１

）
施

設
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に
お

け
る

情
報

提
供

高
齢

者
や

障
害

者
等

が
施

設
に

行
く
際

、
事
前

に
バ

リ
ア
フ

リ
ー
設

備
の

有
無

や
位

置
を

確
認
で

き
れ

ば
、
円

滑
に

施
設

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き
る

た
め

、
可

能
な

限
り

施
設
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
バ

リ
ア
フ

リ
ー

設
備

の
情

報
を

案
内

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

現
地

調
査

を
行

っ
た

施
設

の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

を
確

認
し

た
と

こ
ろ
、
多
機

能
ト

イ
レ

の
情

報
を
案

内
し

て
い
な

い
施

設
が

７
施

設
、
車
い

す
使
用

者
用
駐

車
区

画
の

情
報

を
案

内
し
て

い
な

い
施

設
が

８
施

設
あ
っ

た
（

表
 
1
1
）。
 

表
 1

1 
施
設

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
で

バ
リ
ア

フ
リ

ー
情

報
の

案
内

が
不
十

分
で

あ
る

施
設
 

多
機

能
ト

イ
レ

の
情

報
な

し
 

車
い

す
使

用
者

用
駐

車
区

画
の

情
報
な

し
 

か
わ

さ
き

市
税

事
務

所
 

か
わ

さ
き

南
部

斎
苑
 

か
わ

さ
き

健
康

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
 

高
津

区
役

所
橘

出
張

所
 

宮
前

市
民

館
 

宮
前

区
役

所
向

丘
出

張
所
 

麻
生

市
民

館
 

み
ぞ

の
く

ち
市

税
事

務
所

 

か
わ

さ
き

南
部

斎
苑
 

か
わ

さ
き

健
康

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
 

千
代

ケ
丘

老
人

い
こ

い
の

家
 

百
合

丘
老

人
い

こ
い

の
家

 

南
部

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

（
水

道
）
 

中
部

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

（
水

道
）
 

北
部

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

（
水

道
）
 

（
２

）
窓

口
に

お
け

る
バ

リ
ア
フ

リ
ー

対
応

ア
 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

に
関

す
る

基
本

的
知

識

障
害

者
等

の
特
性

や
対

応
の
上

で
の
留

意
点
な

ど
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
に
関

す
る

知
識
を

有
し
て

い
る
こ

と

が
、

障
害

者
等
に

対
す

る
適
切

な
対

応
に

つ
な

が
る

。
例
え

ば
、

聴
覚

障
害

者
は

、
大
き

く
、

ろ
う

者
、

中
途

失
聴

者
、

難
聴
者

に
分

類
さ
れ

る
が

、
ろ

う
者

は
第

一
言
語

が
手

話
で

あ
る

た
め

、
日
本

語
の

理
解

が
十

分
で

な
い

人
も

お
り
、
筆
談

よ
り

も
手

話
に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
を

希
望

す
る

場
合

も
あ

る
と
考

え
ら

れ
る

。

こ
の

場
合

、
対
応

す
る

窓
口
職

員
が

聴
覚

障
害

者
の

特
性
の

違
い

を
理

解
し

て
お

り
、
本

市
の

手
話

通
訳

者
派

遣
制

度
＊
を

知
っ

て
い

れ
ば

、
本

人
の
希

望
を

聞
い

て
同

制
度

を
案
内

す
る

な
ど

の
対

応
が

可
能
と

な
る

。
 

区
役

所
及

び
市

税
事

務
所

の
窓

口
職
員

9
4
9
人

を
対

象
に
、

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム
を

用
い
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
い

、
バ
リ

ア
フ

リ
ー
に

関
す

る
基

本
的

事
項

に
つ
い

て
、

知
っ

て
い

る
か

（
説
明

で
き

る
か

）
を

尋
ね

た
。
そ

の
結

果
、
聴

覚
障

害
の

分
類
に

つ
い

て
「
説

明
で
き

る
」
と
回

答
し

た
人

は
2
0％

、
本

市
手

話
通

訳
者

派
遣

制
度

に
つ

い
て
「
説

明
で

き
る
」
と

回
答
し

た
職

員
は

1
2％

で
あ

っ
た
（
図

 
6
9(
a)
,
(
b
)
）。

ま
た
、
オ
ス

ト
メ

イ
ト

に
つ

い
て
「
説

明
で

き
る
」
と
回

答
し

た
職

員
は

2
7％

、
点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
種

類
を
「

説
明

で
き

る
」

と
回

答
し

た
職

員
は

29
％
で
あ

っ
た
（

図
 
6
9
(c
)
,
(d
)
）。

 

*
 
手
話
通

訳
者
が
必

要
な
個
人
や
団
体
に
、
川
崎

市
聴
覚
障
害

者
情
報
文

化
セ
ン
タ

ー
が
手
話
通

訳
者
を
派
遣
す
る
制

度
。

事
前
予
約
が
必
要
で
あ
る
が
、
個
人
の
場
合
、
無
料
で
利
用
で
き
る
。
 

5
1
 

図
 6

7 
多
機

能
ト

イ
レ

の
手
洗

い
場
の

水
栓

が
レ

バ
ー

式
又

は
自
動

式
で

は
な

い
（川

崎
区

役
所

大
師

支
所

）

（
キ

）
多

機
能

ト
イ

レ
の

照
明
ス

イ
ッ

チ
の

位
置
 

多
機

能
ト

イ
レ

に
は

、
誰

も
が

使
い
や

す
い

よ
う

な
配

慮
が

求
め
ら

れ
る

た
め

、
照

明
ス

イ
ッ
チ

に
つ

い
て

も
車

い
す

使
用

者
や

子
ど

も
に

と
っ
て
、
押
し

や
す

い
高

さ
（

9
0～

1
0
0c
m
程
度
）
に
あ

る
こ

と
が
望

ま
し

い
。
 

調
査

の
結

果
、

多
機

能
ト

イ
レ

の
ス
イ

ッ
チ
が

1
3
0c
m
前
後

の
高
さ

に
あ

る
施

設
が

３
施

設
あ
っ

た
（
図
 

6
8
）
。
 

図
 6

8 
多
機

能
ト

イ
レ

の
照
明

ス
イ
ッ

チ
が

車
い

す
使

用
者

や
子
ど

も
に

と
っ

て
高

い
位

置
に
あ

る
 

ほ
か

同
様

の
事

例
；市

民
プ

ラ
ザ

、
中

部
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（

水
道
）

（宮
前

区
役

所
向

丘
出

張
所

） 

床
か

ら
1
3
0
cm
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5
4
 

図
 7

0 
バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
応
に

関
す
る

研
修

の
受

講
経

験
＊
の

有
無
 

図
 7

1 
窓
口

職
員

が
受

講
し
た

障
害
者

対
応

に
関

す
る

研
修

の
内
容
 

（
イ

）
サ

ポ
ー

ト
ブ

ッ
ク
 

健
康

福
祉

局
は
、
障

害
者

差
別
解

消
法
の

施
行

に
合

わ
せ

て
、『

障
害

の
あ

る
方

へ
の
サ

ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク

』（
以

下
「

サ
ポ

ー
ト

ブ
ッ
ク

」
と
い

う
。
）
を

作
成

し
て

い
る

。
サ

ポ
ー
ト

ブ
ッ

ク
は

、
本
市
職

員
に
対

し
て

、
障

害

特
性

等
の

理
解
を

促
す

と
と
も

に
、

合
理

的
配

慮
が

必
要
な

場
合

等
に

、
そ

の
対

応
方
法

な
ど

に
つ

い
て

判
断

す
る

際
の

目
安

と
な

る
も

の
を

示
す
も

の
で

あ
る

（
図

 
72
）
。
 

窓
口

職
員

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
で
は
、
全
体

の
62
％
が
サ

ポ
ー
ト

ブ
ッ

ク
の

存
在

自
体
「
全

く
知

ら
な

い
」

＊
と

回
答
し

た
（

図
 
7
3
(a
)
）。

ま
た
、

サ
ポ

ー
ト

ブ
ッ

ク
に

つ
い
て

少
な

く
と

も
聞

い
た

こ
と
が

あ
る

と
回

答

し
た

職
員

の
う

ち
、
内

容
を
把

握
し
て

い
る

と
回

答
し

た
職

員
は
３

％
で

あ
っ

た
（
図

 7
3
(
b
)
）。

一
方
、
87
％

の
職

員
が

「
時

間
が

あ
れ

ば
読

ん
で
み

た
い

」
と

回
答

し
た

（
図
 
7
4
）。

 

*
 実

際
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
は
「
巻

末
２
 

窓
口
職
員

ア
ン
ケ

ー
ト

の
質
問
一

覧
」
参
照
。
 

(a
)全

体
(区

役
所
+市

税
事

務
所

) 
(
b
)
区
役

所
 

(
c
)
市
税

事
務

所
 

＊
 
現

在
の

職
場

に
配

属
さ

れ
て

以
降

の
経

験
 

(
b
)
研
修

に
含

ま
れ

る
障

害
の
種

類
【
複

数
選

択
】
 

(a
)研

修
に
含

ま
れ

る
説

明
内
容

等
【
複

数
選

択
】
 

65 62
19

6

0
20

40
60

80

障
害

の
特

性
の

説
明

対
応

方
法

の
説

明

接
遇

等
の

実
演

そ
の

他
n 

=
 8

4

64 62
55

35 34 31
19

4

0
20

40
60

80

聴
覚

障
害

視
覚

障
害

肢
体

不
自

由

精
神

障
害

知
的

障
害

発
達

障
害

内
部

障
害

そ
の

他

n 
=
 8

4

あ
る

7
8

な
い

3
6
3

n
=

4
4
1
 

.

(1
8
%
)

(8
2
%
)

あ
る

6

な
い

2
5
7

n
=

2
6
3
 

.

(2
%
)

(9
8
%
)

あ
る

8
4

な
い

6
2
0

n
=

7
0
4
 

.

(1
2
%
)

(8
8
%
)

5
3
 

図
 6

9 
窓
口

職
員

の
バ

リ
ア
フ

リ
ー
に

関
す

る
基

本
的

知
識

の
状
況

＊

イ
 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
応

に
関

す
る

知
識

を
向

上
さ

せ
る
取

組

（
ア

）
研

修
 

本
市

で
は

、
バ
リ

ア
フ

リ
ー
対

応
に
関

す
る
知

識
を

向
上

さ
せ

る
取

組
と
し

て
、

障
害
者

へ
の
対

応
方
法

、

配
慮

す
る

点
等

に
関

す
る

研
修

等
が
行

わ
れ

て
い

る
（

表
 
1
2
）
。
し

か
し

な
が

ら
、

窓
口
職

員
に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、
全
体
の

8
8％

（
区
役

所
職

員
：
8
2％

,
市
税
事

務
所
職

員
：
9
8％

）
が
そ
の

よ
う
な

研
修

等
を

受

講
し

た
こ

と
が

な
い

と
回

答
し

て
い
た

（
図

 
70
）
。
 

研
修

に
参

加
し
た

1
2％

の
職
員

に
つ
い

て
、

研
修

内
容

に
つ

い
て
尋

ね
た

と
こ

ろ
、

図
 
7
1
の
と

お
り

で
あ

っ
た

。
 

表
 1

2 
障
害

者
へ

の
対

応
方
法

等
に
関

す
る

研
修

の
例
 

研
修

名

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

マ
ナ

ー
研

修
7
1

5

聴
覚

障
害

者
対

応
研

修
1
3

2
2

＊
 区

役
所

（
支

所
含

む
）
及

び
市

税
事

務
所

の
職

員

　
　
参

加
人

数
[H

3
0
年

度
]

　
　

区
役

所
等

職
員

＊
そ

の
他

(a
)聴

覚
障
害

者
の

分
類
 

(b
)本

市
手
話

通
訳

者
派

遣
制
度

 

(c
)オ

ス
ト
メ

イ
ト

 
(d

)点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
種

類
  

説
明

で
き

る
, 

2
0
%

知
っ

て
い

る
が

説

明
で

き
な

い
, 
5
0
%

知
ら

な
い

, 
3
0
%

n
=

7
0
0
 

説
明

で
き

る
, 

2
7
%

知
っ

て
い

る
が

説

明
で

き
な

い
, 
5
4
%

知
ら

な
い

, 
1
9
%

n
=

7
0
2
 

説
明

で
き

る
, 

1
2
%

知
っ

て
い

る
が

説

明
で

き
な

い
, 
4
2
%

知
ら

な
い

, 
4
6
%

n
=

7
0
2
 

説
明

で
き

る
, 

2
9
%

知
っ

て
い

る
が

説

明
で

き
な

い
, 
3
9
%

知
ら

な
い

, 
3
3
%

n
=

7
0
0
 

*
 
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

合
計

が
1
0
0
％

に
な

ら
な

い
こ

と
が

あ
る

。
ま

た
一

部
未

回
答

が
あ

る
た

め
、
分

母
は

一
致

し
な

い
。
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5
6
 

（
３
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
使
用
状
況

各
区

役
所

の
窓

口
部

署
に

お
い

て
、
障
害

者
等

と
の

意
思
疎

通
を
補

助
す

る
た

め
、
筆
談

ボ
ー
ド

や
振

動
型

呼

出
器

と
い

っ
た

様
々

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
導

入
し
て

い
る

。
 

窓
口

職
員

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い
て
、
筆
談

ボ
ー

ド
、
音

声
拡
聴

器
、
振

動
型

呼
出
器

の
使
用

状
況

を
聞

い

た
と

こ
ろ
、
そ
れ

ぞ
れ

の
ツ

ー
ル

を
導

入
し

て
い

る
職

場
で

、
当

該
ツ

ー
ル

を
「
使

用
し

た
こ
と

が
あ

る
」
と

答

え
た

職
員

の
割

合
は

、
筆

談
ボ

ー
ド
で

29
％
、

音
声

拡
聴
器

で
14
％
、

振
動

型
呼

出
器
で

５
％
で

あ
っ

た
（

図
 

7
5
）
。
一

方
、

当
該

ツ
ー

ル
を
「

見
た
こ

と
が

な
い

」
と

回
答

し
た
職

員
の

割
合

は
、

筆
談

ボ
ー
ド
で

2
2％

、
音

声
拡

聴
器
で

2
5％

、
振

動
型
呼

出
器
で

51
％
で

あ
っ

た
。
 

図
 7

5 
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ツ
ー
ル

を
使

用
し

た
こ

と
が

あ
る
か
 

ま
た

、
受
付

カ
ウ

ン
タ

ー
に
お

い
て

、
来

庁
者

に
対

し
音
声

拡
聴
器

が
備

え
て

あ
る

こ
と

を
周
知

し
て

い
た

施

設
が

あ
っ

た
（

図
 
7
6
）。

 

(a
)筆

談
ボ
ー

ド
 

(
b
)
音
声

拡
聴

器
 

(c
)振

動
型
呼

出
器
 

使
用

し
た

こ
と

が
あ

る
, 

1
4
%

見
た

こ
と

は
あ

る
が

使

用
し

た
こ

と
は

な
い

, 

6
1
%

見
た

こ
と

が
な

い
, 

2
5
%

n
=

1
1
1
*
 

使
用

し
た

こ
と

が
あ

る
, 

2
9
%

見
た

こ
と

は
あ

る
が

使
用

し
た

こ
と

は
な

い
, 
4
9
%

見
た

こ
と

が
な

い
, 

2
2
%

n
=

2
0
5
*

使
用

し
た

こ
と

が
あ

る
, 
5
%

見
た

こ
と

は
あ

る
が

使

用
し

た
こ

と
は

な
い

, 

4
4
%

見
た

こ
と

が
な

い
, 

5
1
%

n
=

1
5
1
*
 

*
 
そ

れ
ぞ

れ
の

分
母

は
、
各

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
を

導
入

し
て

い
る

部
署

に
い

る
職

員
の

回
答

の
合

計
数

 

5
5
 

図
 7

2 
『
障

害
の

あ
る

方
へ
の

サ
ポ
ー

ト
ブ

ッ
ク

』
 

図
 7

3 
【
窓

口
職

員
ア

ン
ケ
ー

ト
結
果

】『
障
害

の
あ

る
方
へ

の
サ
ポ

ー
ト

ブ
ッ

ク
』

を
ど

の
程
度

知
っ

て
い

る
か
 

図
 7

4 
窓
口

職
員

の
『

障
害
の

あ
る
方

へ
の

サ
ポ

ー
ト

ブ
ッ

ク
』
に

関
す

る
感

想
、

意
見

等
【
複

数
選

択
】
 

60
0

32 30 21 15 33

0
10

0
20

0
30

0
40

0
50

0
60

0
70

0

時
間

が
あ

れ
ば

読
ん

で
み

た
い

今
の

と
こ

ろ
読

む
必

要
性

を
感

じ
な

い

対
応

方
法

の
ヒ

ン
ト
に

な
っ

た

障
害

に
対

す
る

理
解

が
深

ま
っ

た

業
務

と
直

接
関

係
な

い
と

思
う

そ
の

他

n =
 69

0

(8
7%

)
(5
%
)

(4
%
)

(3
%
)

(2
%
)

(5
%
)

(a
) 

(b
) 

知
っ

て
い

る
, 

2
6
6

全
く
知

ら
な

い
, 

4
3
8

n=
70

4

(3
8%

)

( 6
2%

 )

20
1569

n =
 26

6

聞
い

た
こ

と
は

あ
る

読
ん

だ
こ

と
は

あ
る

内
容

を
把

握
し

て
い

る
(3

%
 )

(2
1%

 )

(7
6%

 )
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第
４

 
監

査
の

結
果

 
 

１
 

本
市

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
推

進
及

び
バ

リ
ア

フ
リ

ー
基

準
に

つ
い

て

（
１

）
本

市
施

設
の

バ
リ

ア
フ
リ

ー
化

の
推

進

バ
リ

ア
フ

リ
ー

法
及

び
条

例
の

下
で
は

、
新
築

等
建

築
物
に

つ
い
て

は
、
バ

リ
ア

フ
リ
ー

基
準
へ

の
適

合
義

務

が
課

さ
れ

る
一

方
、
既

存
建
築

物
に
つ

い
て

は
、
バ
リ

ア
フ

リ
ー
基

準
へ

の
適

合
は

努
力

義
務
に

と
ど

ま
る

。
し

か
し

な
が

ら
、
本
市

に
お

い
て

は
、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

よ
り

も
高
い

水
準

に
設

定
し

た
基

準
の
遵

守
を

求
め

る
条

例
を

制
定

し
、
福
祉

の
ま

ち
づ

く
り
の

総
合

的
推

進
を

図
っ

て
い
る

中
、
東
京

２
０

２
０

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
を

契
機

に
、
か
わ

さ
き
パ

ラ
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
を

掲
げ
、
誰
も

が
暮

ら
し

や
す

い
ま
ち

づ
く

り
を

推
進

し
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
と

、
庁
舎

や
公

の
施

設
は

民
間

建
築
物

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
模
範

と
な

る
べ

き
施

設
と

い
え

、
既

存
建

築
物

と
い

え
ど
も

可
能

な
限

り
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
を

図
る

こ
と

が
望

ま
し
い

と
考

え
ら
れ
る
。 

既
存

建
築

物
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

に
お
い

て
、
廊

下
の

幅
と
い

っ
た
建

物
の

構
造

面
に

関
わ

り
、
建
物

全
体

を
建

て
替

え
な

い
限

り
対

応
が

困
難

な
も
の

も
あ

る
が

、
点

字
ブ

ロ
ッ
ク

や
手

す
り

の
設

置
な

ど
、
建

物
の

構
造

に
関

わ
ら

な
い

、
補

修
工

事
等

に
よ

り
比
較

的
容

易
に

改
善

で
き

る
も
の

も
あ

る
。
 

本
監

査
で

は
、
7
5
施

設
を
現
地

調
査
し
、
建
物

の
構

造
に
関

わ
ら
な

い
部

分
に

つ
い

て
バ

リ
ア
フ

リ
ー

基
準

に

適
合

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
確

認
し
た

。
調

査
し

た
施

設
の

う
ち

5
5
施

設
が

既
存

建
築

物
で
あ

り
、

そ
の

９
割

以
上

の
建

物
に

お
い

て
基

準
へ

の
不
適

合
が

確
認

さ
れ

た
。
ま

た
、
こ
れ

ら
既

存
建

築
物

で
は
同

種
の

施
設

に
お

い
て

も
、
同
一

の
項

目
に

つ
い

て
適
合

し
て

い
る

施
設

も
あ

れ
ば
、
適
合

し
て

い
な

い
施

設
が
あ

る
な

ど
ば

ら
つ

き
が

生
じ

て
い

た
。
 

本
市

の
既

存
建

築
物

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
は

、
各
施

設
の
管

理
者
に

お
い

て
実

施
す

る
も

の
で
あ

る
が

、
各
施

設
の

管
理

者
の

み
に

判
断

を
委

ね
て
い

る
こ

と
が

、
既

存
建

築
物
に

お
け

る
基

準
へ

の
不

適
合
や

同
種

の
施

設
に

お
け

る
適

合
状

況
の

違
い

の
一

因
と
考

え
る

。
 

本
市

の
各

施
設

は
、
民
間

建
築

物
の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
先

導
的
な

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
期
待

さ
れ

て
い
る

こ
と

か
ら

、
全

庁
的

な
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
推

進
の

方
針

を
策

定
す
る

な
ど

、
計

画
的

か
つ

効
率
的

に
既

存
建

築
物

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

を
推

進
す

る
取
組

を
実

施
さ

れ
た

い
。

 

（
２

）
本

市
に

適
用

さ
れ

る
バ
リ

ア
フ

リ
ー

基
準

ア
 

国
の

基
準

と
市

の
基

準
の

整
合

本
市

に
所

在
す
る

建
築

物
に
適

用
さ
れ

る
バ
リ

ア
フ

リ
ー

基
準

に
は

、
前
述

の
と

お
り
国

の
基
準

（
円
滑

化

基
準

）
と

市
の

基
準

（
整

備
基

準
）
の

２
つ

が
あ

る
。
 

条
例

は
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
先

立
っ
て

施
行

さ
れ

た
た

め
、
バ
リ

ア
フ

リ
ー

法
施

行
に
伴

い
、
平
成

2
0
年

４

月
に

国
の

基
準
と

の
整

合
を
図

り
、

市
の

基
準

を
国

の
基
準

と
同

等
以

上
の

基
準

に
す
る

こ
と

を
目

的
に

、
条

例
規

則
の

改
正
が

行
わ

れ
た
。

し
か

し
な

が
ら

、
改

正
後
に

お
い

て
も

、
市

の
基

準
は
、

国
の

基
準

と
適

用
対

象
が

一
部

異
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
国

の
基

準
を

完
全

に
網

羅
し

て
い

な
い

（
図

 
4
[
p
.
6
],

表
 
8
～

表
 

1
0
[
p
.
11
]
）。

そ
の
た

め
、
建
物

内
の
ど

こ
に

ど
の

よ
う

な
基

準
が
適

用
さ

れ
る

か
、
市
の

基
準
、
国

の
基

準
そ

れ
ぞ

れ
を

読
み

解
か

な
け

れ
ば

理
解
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ
て

い
る

。
 

本
来

で
あ

れ
ば
、

市
の

基
準
の

み
を
遵

守
す
れ

ば
国

の
基

準
も

遵
守

で
き
る

よ
う

、
市
の

基
準
の

内
容
が

国

の
基

準
を

完
全
に

網
羅

し
て
い

る
状

態
に

す
る

こ
と

が
望
ま

し
い

。
少

な
く

と
も

、
多
く

の
人

に
基

準
を

遵
守

し
て

も
ら

う
た
め

に
は

、
市
の

基
準

と
国

の
基

準
の

対
照
を

わ
か

り
や

す
く

示
す

こ
と
が

必
要

と
考

え
る

。
市

5
7
 

図
 7

6 
受
付

カ
ウ

ン
タ

ー
に
お

け
る
音

声
拡

聴
器

の
周

知
（

麻
生
区

役
所

）
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２
 

ハ
ー

ド
面

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

つ
い

て

現
地

調
査

で
は

、
法

令
等

に
よ

り
バ

リ
ア

フ
リ

ー
基

準
に

適
合

さ
せ

る
義

務
の

あ
る

新
築

等
建

築
物

が
基

準
に

適
合

し
て

い
な

い
事

例
、
基
準

に
適
合

さ
せ

る
努

力
義

務
が

あ
る
既

存
建

築
物

が
基

準
に

適
合

し
て

い
な

い
事
例
、

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

に
物

を
置

く
な
ど

の
運

用
面

等
に

課
題

が
あ

る
事

例
が
確

認
さ

れ
た

。
 

（
１

）
新

築
等

建
築

物
が

基
準
に

適
合

し
て

い
な

い
事

例

ア
 

敷
地

内
通

路
の

階
段

の
手

す
り

条
例

で
は

、
指

定
の

敷
地

内
通

路
＊
１
の
階

段
に

は
、
手

す
り

を
設
置

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
（
条

例
規

則
別

表
第

2
の

1(
4
)
,6
(
3
)）

と
さ
れ

て
い
る

。
一

方
、
国
の

基
準
で

は
、
指

定
の

敷
地

内
通

路
で

あ
る
か

ど
う

か
に

関
わ

ら
ず
、
敷
地

内
通

路
の
階
段

＊
２
に
お

い
て
、
手
す

り
を

設
置
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
さ
れ

て
い

る
（
政

令
1
6②

イ
）。

 

調
査

の
結

果
、
法

令
施

行
後
に

新
築
さ

れ
た
菅

生
こ

ど
も

文
化

セ
ン

タ
ー
で

は
、

指
定
の

敷
地
内

通
路
で

は

な
い

敷
地

内
通

路
上

の
階

段
に

手
す
り

が
設

置
さ

れ
て

い
な

か
っ
た

（
図

 
8[
p
.
13
]
）。

 

こ
の

状
態

は
、
条

例
に

は
違
反

し
て
い

な
い
が

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
違
反

す
る

こ
と
か

ら
、
基

準
に
適

合

す
る

よ
う

早
急

に
手

す
り

を
設

置
さ
れ

た
い

。
 

*
1
 条

例
規
則
別
表
第

2
の

1
に
定
め
る
１
以
上
の
敷
地
内
通
路
 

*
2
 不

特
定
多
数
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
も
の
 

（
２

）
既

存
建

築
物

が
基

準
に
適

合
し

て
い

な
い

事
例

及
び
運

用
面

等
に

課
題

が
あ

る
事
例

既
存

建
築

物
は

、
バ
リ

ア
フ
リ

ー
基
準

に
適

合
さ

せ
る

義
務

は
な
い

も
の

の
、
バ

リ
ア
フ

リ
ー
基

準
に

適
合

さ

せ
る

努
力

義
務

が
課

さ
れ

て
い

る
（

バ
リ

ア
フ

リ
ー
法

1
4Ⅴ

；
条
例

1
2
）。

ま
た
、
敷

設
し

た
点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の

上
に

物
を

置
か

な
い

な
ど

、
バ

リ
ア
フ

リ
ー

設
備

が
い

つ
で

も
使
用

で
き

る
よ

う
維

持
す

る
必
要

が
あ

る
。
 

ア
 

車
い

す
使

用
者

の
動

線

（
ア

）
車

い
す

使
用

者
用

駐
車
区

画
か

ら
施

設
入

口
ま

で
 

調
査

の
結

果
、
車

い
す

使
用
者

が
車
い

す
使
用

者
用

駐
車

区
画

か
ら

施
設
入

口
ま

で
移
動

す
る
際

に
、
駐

車

場
の

ゲ
ー

ト
バ
ー

を
潜

る
必
要

が
あ

る
施

設
や

車
い

す
の
前

輪
が

落
ち

込
む

お
そ

れ
の
あ

る
目

の
粗

い
グ

レ
ー

チ
ン

グ
（
排

水
溝

の
溝

ぶ
た

）
の

上
を
通

行
す

る
必

要
が

あ
る

施
設
が

あ
っ

た
（
図

 
1
0[
p
.1
4
]
,
図
 
1
1
[p
.
1
5]
）
。

ま
た

、
車

い
す

使
用
者

用
駐

車
区

画
に
通

行
の

妨
げ

と
な

る
物

を
置
い

て
い

た
施

設
が

あ
っ

た
（
図

 
1
2[
p
.
1
5]
,

図
 
1
3
[p
.
1
6]
）
。
 

こ
れ

ら
の

施
設
は

、
車

い
す
使

用
者
が

安
全
か

つ
円

滑
に

通
行

す
る

上
で
支

障
が

生
じ
て

い
る
こ

と
か
ら

、

降
車

場
所

か
ら

施
設

入
口

ま
で

の
動
線

に
つ

い
て

、
改

善
に

努
め
ら

れ
た

い
。
 

（
イ

）
施

設
入

口
周

辺
の

段
差
 

直
接

地
上

又
は

駐
車

場
へ

通
ず

る
施
設

入
口

の
う

ち
、
そ
れ

ぞ
れ
１

以
上

の
入

口
は

、
車

い
す
使

用
者

の
通

行
の

妨
げ

と
な

る
段

を
設

け
な

い
こ
と

と
さ

れ
て

い
る
（
条

例
規
則

別
表
第

2
の

2
(
2)
）
。
ま
た

、
敷

地
内

通

路
に

お
い
て

２
cm

を
超
え

る
高

低
差

が
あ

る
場

合
に

は
、
傾

斜
路

等
に

よ
り

解
消

す
る
こ

と
と

さ
れ

て
い
る

（
条

例
規

則
別

表
第

2
の

1(
3
)
,
5
(
1)
）
。
 

調
査

の
結

果
、
施
設

入
口

周
辺

に
お
い

て
、
車
い

す
使

用
者

の
通
行

の
妨

げ
に

な
る

よ
う

な
段
差

が
生

じ
て

い
た

施
設

が
２

施
設

あ
っ

た
（

図
 
14
[
p
.1
7
]
）。

 

5
9
 

の
基

準
自

体
の
見

直
し

や
条
例

整
備

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

国
の
基

準
を

掲
載

す
る

な
ど

、
市
内

の
建

築
物

に
適

用
さ

れ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

基
準

を
わ

か
り
や

す
く

す
る

改
善

策
を

検
討
さ

れ
た

い
。
 

イ
 

市
の

基
準

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
け

る
わ

か
り

や
す
い

情
報

提
供

市
の

基
準

に
つ
い

て
、

本
市
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
に

お
い

て
情

報
提

供
を

行
っ
て

い
る

。
し
か

し
な
が

ら
条
例

整

備
マ

ニ
ュ

ア
ル
が

『
福

祉
の
ま

ち
づ

く
り

条
例

 
事

前
協
議

』
と

い
う

タ
イ

ト
ル

の
ペ
ー

ジ
に

あ
っ

た
り

、
条

例
の

概
要

と
い
っ

た
基

本
的
な

情
報

が
深

い
階

層
に

あ
る
な

ど
、

わ
か

り
や

す
さ

の
面
か

ら
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

構
成

に
課

題
が

あ
っ

た
（

図
 7
[
p
.
1
2]
）
。
 

市
民

や
事

業
者
が

、
求

め
る
情

報
ま
で

円
滑
に

た
ど

り
着

け
る

よ
う

、
市
の

基
準

に
関
す

る
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

を
改

善
さ

れ
た

い
。
 

ウ
 

本
市

職
員

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
基

準
等

の
認

識

条
例

施
行

後
に
建

て
ら

れ
た
本

市
の
建

築
物
に

つ
い

て
は

、
増

改
築

や
大
規

模
修

繕
な
ど

の
工
事

を
行
う

場

合
、
条

例
第

11
条
の
市
の
基
準
（
整

備
基

準
）
の

遵
守

が
適

用
さ
れ
、
そ
の

う
ち

指
定
施

設
に
該

当
す

る
施

設

は
、
条
例

第
15

条
に

よ
る

事
前

協
議
に

代
わ

り
、
条

例
第

22
条

の
通

知
（
以

下
「
通

知
」
と

い
う
。
）
が
必

要

と
な

る
。

通
知
を

行
う

場
合
、

工
事

着
工

前
に

本
市

の
バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
制

度
所

管
に
よ

り
専

門
的

な
チ

ェ
ッ

ク
が

な
さ

れ
、
基

準
に

適
合
し

な
い

部
分

が
あ

れ
ば

改
善
す

る
よ

う
指

導
が

な
さ

れ
る
。

し
か

し
な

が
ら

、
増

改
築

や
大

規
模
修

繕
以

外
の
工

事
の

場
合

に
は

、
通

知
の
対

象
と

な
ら

ず
、

本
市

の
バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
制

度
所

管
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク

が
な

さ
れ

ず
、
基

準
に

適
合

し
な

い
工

事
が
行

わ
れ

る
お

そ
れ

が
あ

る
。
 

調
査

の
結

果
、
法

令
施

行
後
に

行
わ
れ

た
通
知

の
対

象
と

な
ら

な
い

工
事
に

お
い

て
、
間

違
っ
た

種
類
の

点

字
ブ

ロ
ッ

ク
を
敷

設
し

て
い
た

事
例

が
あ

っ
た

。
ま

た
、
施

設
の

レ
イ

ア
ウ

ト
を

変
更
し

た
際

に
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

移
設

が
行
わ

れ
な

い
な
ど

、
主

た
る

工
事

に
付

随
す
る

工
事

と
し

て
、

バ
リ

ア
フ
リ

ー
改

修
が

必
要

に
な

り
得

る
と

い
う

認
識

が
欠

け
て

い
た
事

例
が

あ
っ

た
。
 

こ
れ

ら
の

事
例
は

、
バ

リ
ア
フ

リ
ー
法

令
を
専

門
と

し
な

い
職

員
に

お
い
て

、
バ

リ
ア
フ

リ
ー
基

準
に
関

す

る
知

識
・

意
識
が

十
分

で
は
な

か
っ

た
こ

と
に

一
因

が
あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
実

際
、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

令
を

専
門

と
し

な
い
窓

口
職

員
に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、
７

割
以

上
の

職
員

が
点

字
ブ
ロ

ッ
ク

の
種

類
の

違
い

と
い

う
基

本
事

項
に

つ
い

て
、

知
ら
な

い
、

又
は

説
明

で
き

な
い
と

回
答

し
て

い
る

（
図

 
6
9
(d
)
[
p.
5
3
]）
。
 

バ
リ

ア
フ

リ
ー
の

制
度

所
管
の

チ
ェ
ッ

ク
を
受

け
な

い
改

修
工

事
に

お
い
て

も
、

バ
リ
ア

フ
リ
ー

基
準
に

適

合
し

た
工

事
に
な

る
よ

う
、
本

監
査

結
果

な
ど

を
参

考
に
間

違
い

や
す

い
ポ

イ
ン

ト
、
注

意
点

等
を

ま
と

め
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
の
作

成
や

工
事
担

当
者

向
け

の
研

修
な

ど
、
職

員
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

基
準
の

理
解

の
醸

成
に

向
け

た
取

組
を

行
わ

れ
た

い
。
 

ま
た

、
本

監
査
の

調
査

で
は
、

点
字
ブ

ロ
ッ
ク

の
上

に
マ

ッ
ト

等
の

物
を
置

い
て

い
た
事

例
や
車

い
す
使

用

者
の

支
障

と
な
る

よ
う

な
障
害

物
を

置
い

て
い

た
事

例
な
ど

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
設

備
等
に

対
す

る
職

員
の

意
識

が
不

足
し

て
い
る

事
例

が
多
数

確
認

さ
れ

た
。

高
齢

者
や
障

害
者

等
が

い
つ

で
も

円
滑
に

施
設

を
使

用
で

き
る

状
態

に
保

つ
よ

う
、

広
く

職
員

に
対
し

周
知

徹
底

さ
れ

た
い

。
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（
エ

）
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

押
ボ
タ

ン
の

点
字

表
示
 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
応

の
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
に

は
、

か
ご

内
及

び
乗

降
ロ

ビ
ー

の
押

ボ
タ

ン
等

に
点

字
に

よ
る

操
作

及
び

階
数

を
表

示
す

る
必

要
が
あ

る
（

政
令

18
Ⅱ
⑤
リ

；
条
例

規
則

別
表
第

2
の

7
(
1
)
ケ
）
。
 

調
査

の
結

果
、
エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
か
ご

内
に

お
い

て
、
押
ボ

タ
ン
の

下
に

付
さ

れ
た

階
数

を
表
示

す
る

点
字

が
は

が
れ

て
い

た
事

例
、
乗
降
ロ

ビ
ー
の

押
ボ

タ
ン

に
付

さ
れ

た
点
字

が
掲

示
物

に
よ

り
隠

れ
て
い

た
事

例
が

あ
っ

た
（

図
 
2
6
[p
.
2
3]
）
。
 

点
字

表
示

が
欠

け
た

り
隠

れ
た

り
す

る
と

、
点

字
表

示
を

頼
り

に
す

る
視

覚
障

害
者

が
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
を

操
作

す
る

こ
と

が
困

難
と

な
る

こ
と
か

ら
、

押
ボ

タ
ン

の
点

字
表
示

が
機

能
す

る
よ

う
改

善
さ
れ

た
い

。
 

（
オ

）
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
く
し

板
の

色
 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
を

設
け

る
場

合
、
く

し
板

を
ス

テ
ッ

プ
部

と
区
別

し
や

す
い

色
と

す
る

必
要
が

あ
る
（
条

例
規

則
別

表
第

2
の

20
(
4
)）
。

 

調
査

の
結

果
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

く
し

板
が

ス
テ

ッ
プ

部
と

区
別

し
や

す
い

色
に

な
っ

て
い

な
い

施
設

が
４

施
設

あ
っ

た
（

図
 
2
8
[p
.
2
4
]
）。

 

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

ス
テ

ッ
プ

部
が

ど
こ

か
ら

始
ま

る
か

わ
か

り
や

す
く

し
安

全
に

使
用

で
き

る
よ

う
、

く
し

板
に

ス
テ

ッ
プ

部
と

異
な

る
色
を

塗
る

な
ど

の
改

善
に

努
め
ら

れ
た

い
。
 

ウ
 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

（
ア

）
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

全
く
敷

設
さ

れ
て

い
な

い
 

道
等

か
ら

館
内

の
受

付
又

は
案

内
板
ま

で
の

特
定

の
敷

地
内

通
路
・
廊
下

等
に

は
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク

を
適

切

な
場

所
に

敷
設

す
る

必
要

が
あ

る
（

政
令

2
1Ⅱ

①
；
条
例
規

則
別
表
第

2
の

2
0
(1
)
）。

ま
た
、
建
物

内
で

は
、

階
段
・
傾
斜

路
の

上
端

、
下
端

、
踊

場
と

エ
レ

ベ
ー

タ
ー
ロ

ビ
－
の

操
作

盤
前

に
、
点
字

ブ
ロ
ッ

ク
を

敷
設

す

る
必

要
が

あ
る

（
政
令

1
1②

,
1
2
⑤

,1
3
④
,
2
1Ⅱ

②
ロ

；
条
例

規
則
別

表
第

2
の

20
(
1
)）
。

 

調
査

の
結

果
、

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
全
く

敷
設

さ
れ

て
い

な
い

施
設
が

13
施

設
あ
っ

た
（
図

 
2
9
[p
.
2
4]
）。

 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

は
、

視
覚

障
害

者
が
安

全
か

つ
円

滑
に

移
動

す
る
た

め
に

役
立

つ
設

備
で

あ
る
こ

と
か

ら
、

施
設

の
目

的
、
利

用
者

の
数
や

性
質
、
建

物
の

構
造

や
今
後

の
改
修

予
定

等
を

踏
ま

え
、
点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
敷

設
を

検
討

さ
れ

た
い

。
 

（
イ

）
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

不
適
切

な
敷

設
等

 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
敷

設
し

て
い

る
施

設
は

、
視

覚
障

害
者

の
円

滑
な

利
用

を
考

慮
し

て
敷

設
し

た
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、
基

準
に
適

合
す
る

よ
う

に
敷

設
し

た
り

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

上
に
障

害
物
を

置
か

な
い

な

ど
、

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
機

能
が

発
揮
で

き
る

状
態

を
維

持
す

る
必
要

が
あ

る
。
 

a 
種

類
・

向
き

等

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
は

、
進
行

方
向

を
示
す

線
状

ブ
ロ

ッ
ク

と
危

険
箇
所

や
誘

導
対

象
物

等
の

位
置
を

示
す

点
状

ブ
ロ

ッ
ク

が
あ

り
、
両
者

を
適
切

に
組

み
合

わ
せ

て
適

切
な
場

所
に

敷
設

す
る

必
要

が
あ
る
（

政
令

1
1

②
,
1
2⑤

,
1
3④

,
21
Ⅱ
、

条
例
規

則
別
表
第

2
の

2
0
(1
)
）
 

調
査

の
結

果
、
本
来

、
線
状

ブ
ロ

ッ
ク
に

よ
り

方
向

を
示

す
べ

き
と
さ

れ
る

位
置

に
点

状
ブ

ロ
ッ
ク

を
敷

設
し

て
い

た
施

設
が

５
施

設
あ

っ
た
（

図
 
3
1
[p
.
2
6
]）
。
一

方
、
本

来
点

状
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
り
扉

の
存

在
を

警
告

す
べ

き
位

置
に

線
状

ブ
ロ

ッ
ク
を

敷
設

し
て

い
た

施
設

が
４
施

設
あ

っ
た

（
図

 
32
[
p
.
2
7]
）
。
ま

た
、

敷
設

す
る

ブ
ロ

ッ
ク

の
種

類
は

適
切
で

あ
っ

た
も

の
の
、
敷

設
す
る

位
置

や
向

き
が

不
適

切
で
あ

っ
た

施
設

が
２

施
設

あ
っ

た
（

図
 
3
3
[p
.
2
7
]
）。

 

6
1
 

車
い

す
使

用
者

の
通

行
の

妨
げ

と
な
ら

な
い

よ
う

施
設

入
口

周
辺
の

段
差

の
解

消
に

努
め

ら
れ
た

い
。
 

（
ウ

）
窓

口
・

廊
下

等
 

受
付

窓
口

等
に

カ
ウ

ン
タ

ー
を

設
け
る

場
合

は
、
１
以

上
の

カ
ウ
ン

タ
ー

は
、
車
い

す
使

用
者
が

円
滑

に
利

用
で

き
る

よ
う

、
下

部
に

車
い
す

使
用
者

の
ひ

ざ
が

入
る

け
こ

み
を
設

け
た

ロ
ー

カ
ウ

ン
タ

ー
を
設

け
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

（
条

例
規

則
別

表
第

2
の

1
5
）。

 

調
査

の
結

果
、
ロ
ー

カ
ウ

ン
タ

ー
の
下

部
に

け
こ

み
が

設
け

ら
れ
て

い
た

が
、
け
こ

み
に

物
を
置

い
て

い
た

事
例

が
あ

っ
た
（

図
 1
5
[
p.
17
]
）
。
ま

た
、
窓

口
前

の
通

路
に

立
て
看

板
が

は
み

出
て
、
通

行
の
妨

げ
に

な
っ

て
い

た
事

例
が

あ
っ

た
（

図
 1
6
[
p
.
17
]
）。

 

建
物

内
で

車
い

す
使

用
者

が
円

滑
に

移
動

し
た

り
、

設
備

を
使

用
し

た
り

で
き

る
よ

う
物

の
配

置
を

改
善

し
、

そ
の

状
態

を
維

持
さ

れ
た

い
。
 

イ
 

傾
斜

路
・

階
段

・
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
等

（
ア

）
手

す
り

 

敷
地

内
通

路
上

及
び

建
物

内
の

傾
斜
路

と
階

段
に

は
、
手
す

り
を
設

置
す

る
必

要
が

あ
る
（

政
令

12
①

,1
3

①
,
1
6②

イ
,1
6
③
イ
；
条

例
規

則
別
表
第

2
の

1
(
3)
,
1
(4
)
,
4
(
3
),
5
(
1)
エ

,6
(
3
））
。
ま
た

、
社
会

福
祉

施
設

及
び

医
療

施
設

に
お

い
て

は
、廊

下
等
に

手
す

り
を

設
置

す
る

必
要
が

あ
る
（
条

例
規

則
別
表

第
2
の

4
(4
)
）。

 

調
査

の
結

果
、
傾
斜

路
、
階

段
又

は
廊
下

の
一

部
に

手
す

り
が

な
か
っ

た
施

設
が

12
施
設
（

図
 
1
7[
p
.
18
]

～
図

 
20
[
p
.1
9
]
）、

手
す
り
を

設
置
し

て
い

る
も

の
の
、
途

中
で
消

滅
し

て
い

る
階

段
又

は
傾
斜

路
が

あ
る

施

設
が

２
施

設
あ

っ
た
（

図
 2
1[
p
.
2
0
]）
。
ま

た
、
階

段
の

手
す

り
の
設

置
位

置
が

利
用

者
の

利
便
に

合
っ

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

施
設

が
２

施
設
あ

っ
た

（
図

 
22
[
p
.2
0
]
）
。
 

利
用

者
が

階
段

や
傾

斜
路

等
を

円
滑
に

使
用

で
き

る
よ

う
、
手

す
り

に
課

題
の

あ
る

施
設

は
、
手

す
り

の
設

置
及

び
改

善
に

努
め

ら
れ

た
い

。
 

（
イ

）
階

段
の

踏
面

の
端

部
（
段

鼻
）

の
色

 

敷
地

内
通

路
上

及
び

建
物

内
の

階
段
は

、
踏

面
の

端
部
（

段
鼻

）
と
そ

の
周

囲
の

部
分

と
の

色
の
明

度
等

の

差
の

大
き

い
も

の
と

す
る

こ
と

で
、
段
を

容
易

に
識

別
で
き

る
も
の

と
す

る
必

要
が

あ
る
（
政

令
1
2
③
,
1
6②

ロ
；

条
例

規
則

別
表
第

2
の

1
(
4
)
,
6(
5
)
）。

 

調
査

の
結

果
、
踏
面

の
端

部
（

段
鼻

）
と

そ
の

周
囲

の
色

が
同

一
で
あ

る
階

段
の

あ
る

施
設

が
６
施

設
あ

っ

た
（

図
 
2
4
[p
.
2
1]
）
。
 

踏
面

の
端

部
（

段
鼻

）
が
そ

の
周

囲
と
同

色
で

あ
る

こ
と

に
よ

り
、
そ

の
階

段
を

使
用

す
る

人
が
段

を
踏

み

外
す

お
そ
れ

が
あ
る

こ
と
か
ら

、
段

が
あ

る
こ
と

が
容
易
に

識
別

で
き

る
色
に

す
る
よ
う

に
努

め
ら

れ
た
い

。
 

（
ウ

）
傾

斜
路

の
下

端
の

段
差
 

指
定

の
敷

地
内

通
路

に
お

い
て

、
２
c
m
を

超
え

る
高

低
差
が

生
じ
た

場
合

、
傾

斜
路

等
に

よ
り
高

低
差

を

解
消

す
る

必
要

が
あ

る
（

条
例

規
則
別

表
第

2
の

1(
3
)
,5
(
1
)
）
。
指

定
の

敷
地

内
通

路
以

外
の
敷

地
内

通
路

に
お

い
て
も

、
傾

斜
路

な
ど
車

い
す

使
用

者
の

通
行

を
想
定

し
た

措
置

が
取

ら
れ

た
場
所

に
は

、
２

c
m
を

超

え
る

段
差

が
生

じ
て

い
な

い
こ

と
が
求

め
ら

れ
る

。
 

調
査

の
結

果
、

敷
地

内
通

路
の

下
端
に

２
c
m
を

超
え

る
段
差

が
生
じ

て
い

た
施

設
が

２
施

設
あ
っ

た
（
図
 

2
5
[
p
.
22
]
）。

 

傾
斜

路
は

車
い

す
使

用
者

等
が

主
と
し

て
使

用
す

る
設

備
で

あ
り
、

２
c
m

を
超
え

る
段
差

は
車
い

す
使

用

者
に

と
っ
て

は
通
行

の
支
障
と

な
る

こ
と

か
ら
、

傾
斜
路
の

下
端

の
段

差
を
解

消
す
る
よ

う
努

め
ら

れ
た
い

。
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ま
た

、
階

段
・
傾

斜
路

の
上
端

の
点
状

ブ
ロ

ッ
ク

は
、
段
差

等
の
存

在
を

警
告

し
、
転
落

防
止
を

図
る

役
割

も
あ

る
こ

と
か

ら
、
上
端

の
点
状

ブ
ロ

ッ
ク

が
敷

設
さ

れ
て
い

な
い

施
設

は
、
早
急

に
敷
設

さ
れ

た

い
。
 

e 
誘

導
先

が
不

適
切

調
査

の
結

果
、
過
去

に
受

付
カ

ウ
ン
タ

ー
を

移
動

さ
せ

た
も

の
の
、
点

字
ブ
ロ

ッ
ク

を
移

設
し
な

か
っ

た

等
の

理
由

で
、

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

で
受

付
と

無
関

係
の

場
所

に
誘

導
し

て
い

た
施

設
が

５
施

設
（

図
 

4
3
[
p
.
37
]
）
、

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
受

付
カ

ウ
ン

タ
ー

の
下

敷
き

に
な

っ
て

い
た

施
設

が
３

施
設

確
認

さ
れ

た

（
図

 
44
[
p
.3
8
]
）。

ま
た
、
点

字
ブ
ロ

ッ
ク

で
常

時
施

錠
さ

れ
て
い

る
扉

に
誘

導
し

て
い

た
施
設

が
２

施
設

あ
っ

た
（

図
 
4
5
[p
.
3
8]
）
。
 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
受

付
等

と
無

関
係

な
場

所
や

施
錠

さ
れ

た
扉

に
誘

導
す

る
よ

う
敷

設
さ

れ
て

い
る

こ

と
で

、
視

覚
障

害
者

が
立

ち
往

生
す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
ま
た

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

受
付
カ

ウ
ン

タ
ー

の
下

敷
き

に
な

っ
て

い
る

と
、

視
覚

障
害

者
が

そ
の

ま
ま

直
進

し
て

受
付

等
に

衝
突

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
誘

導
先

が
不

適
切
で

あ
る

施
設

は
、
点
字

ブ
ロ
ッ

ク
を

適
切

な
場

所
に

敷
設
し

直
す

な
ど

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。
 

f 
劣

化
・

損
壊

条
例

は
、
一
度

市
の

基
準

に
適

合
さ
せ

た
バ

リ
ア

フ
リ

ー
設

備
に
つ

い
て

、
適

合
さ

せ
た

部
分
の

機
能

の

維
持

及
び

保
全

に
努

め
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

と
し

て
い

る
（

条
例

1
3
）。

 

調
査

の
結

果
、
点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
割
れ

て
重

な
り

盛
り

上
が

っ
て
い

た
施

設
、
広
範

囲
に

敷
設
さ

れ
た

点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

大
部

分
が

は
が

れ
て
い

た
施

設
な

ど
、
劣
化

、
損

壊
し

て
い

る
点

字
ブ
ロ

ッ
ク
が

放
置

さ
れ

て
い

る
施

設
が

６
施

設
あ

っ
た

（
図
 
4
6
[p
.
3
9]
）
。
 

劣
化

、
損

壊
し

て
い

る
点

字
ブ

ロ
ッ
ク

の
あ

る
施

設
は

、
点

字
ブ
ロ

ッ
ク

の
補

修
に

努
め

ら
れ
た

い
。

 

ま
た
、
割
れ

て
盛

り
上

が
っ
て

い
る
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に

つ
い

て
は
、
視

覚
障

害
者

だ
け
で

な
く
、
一

般
の

利
用

者
に

と
っ

て
も

転
倒

な
ど

の
危
険

が
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
早
急

に
改

善
さ

れ
た

い
。

 

g 
マ

ッ
ト

な
ど

の
障

害
物

調
査

の
結

果
、
点
字

ブ
ロ

ッ
ク
の

上
や
前

に
マ

ッ
ト

を
置

い
て

い
た
施

設
が

17
施
設
（

図
 4
7
[
p
.
40
]
）、

マ
ッ

ト
以

外
の

障
害

物
を

置
い

て
い
た

施
設
が

1
1
施

設
あ
っ

た
（
図

 
49
[
p
.4
1
]～

図
 5
1
[
p
.
4
2]
）
。
 

マ
ッ

ト
に

つ
い

て
は

、
雨

天
時

等
に
置

く
必

要
性

も
理

解
で

き
る
が

、
進

行
方

向
を

変
え

な
い
風

除
室

へ

の
設

置
や
、
参
考

事
例

の
よ
う

な
点
字

ブ
ロ

ッ
ク

を
避

け
た

設
置
な

ど
、
点

字
ブ

ロ
ッ
ク

の
上
に

重
ね

ず
に

置
く

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

に
障

害
物

を
置
く

こ
と

は
、
点
字

ブ
ロ

ッ
ク
の

機
能

を
阻

害
す

る
こ

と
か
ら

、
障

害

物
を

早
急

に
撤

去
し

、
そ

の
状

態
を
維

持
さ

れ
た

い
。
 

エ
 

案
内

板
、

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

（
ア

）
点

字
に

よ
る

案
内

表
示
 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

施
し

た
エ

レ
ベ
ー

タ
ー

、
ト

イ
レ

、
駐
車

場
を
有

す
る

施
設

は
、
そ
れ

ら
の
配

置
を

案

内
す

る
案

内
板

等
の

設
備

を
設

置
す
る

必
要

が
あ

り
、
視
覚

障
害
者

に
対

す
る

案
内

設
備

は
、
点
字

等
に

よ
る

表
示

を
行

う
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
（

政
令

2
0Ⅰ

,
Ⅱ
；
条

例
規

則
別
表
第

2
の

1
7
(2
)
）。

ま
た
、
市
の

基
準

で

は
、
階

段
等

の
手

す
り

の
始
終

端
部
に

必
要

に
応

じ
て

点
字

等
に
よ

る
案

内
を

す
る

も
の

と
さ
れ

て
い

る
（
条

例
規

則
別

表
第

2
の

20
(
2
)）
。

 

6
3
 

種
類

や
位

置
等

が
誤

っ
て

敷
設

さ
れ

た
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
は
、

視
覚

障
害

者
に

混
乱

を
与
え

る
こ

と
か

ら
、

改
善

に
努

め
ら

れ
た

い
。
特
に

、
点

状
ブ

ロ
ッ

ク
を

敷
設
す

べ
き
位

置
に

線
状

ブ
ロ

ッ
ク

を
敷
設

し
て

い
た

施
設

に
つ

い
て

は
、
視

覚
障
害

者
が
扉

等
に

衝
突

す
る

危
険

が
あ
る

こ
と

か
ら
、
早
急
に

敷
設
し

直
さ

れ
た

い
。
 

b 
色 点

字
ブ
ロ

ッ
ク

は
、
全

盲
で
は

な
い
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
、
突
起

だ
け

で
な

く
、
色

の
面
で

も
手

か

が
り

に
な

る
。
国

の
基

準
や
市

の
基
準

で
は
、
点
字

ブ
ロ
ッ

ク
は
周

囲
の

床
面

と
の

明
度

等
の
差

が
大

き
い

こ
と

に
よ

り
容

易
に

識
別

で
き

る
も
の

と
さ

れ
て

い
る
（

政
令

2
1Ⅱ

①
；
条
例

規
則

別
表
第

2
の

2
0
(1
)
）。

 

調
査

の
結

果
、
点
字

ブ
ロ

ッ
ク
の

色
が
床

面
と

同
一

で
あ

っ
た

施
設
が

11
施
設

あ
っ

た
（
図

 
3
4
[p
.
2
8]
）。
 

床
面

と
同

色
で

あ
る

点
字

ブ
ロ

ッ
ク
は

機
能

を
十

分
に

発
揮

す
る
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
床

面
と

容
易

に
識

別
で

き
る

色
に

す
る

よ
う
に

努
め

ら
れ

た
い

。
 

c 
規

格

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

は
、

平
成

13
年

に
JI
S
規
格

（
日

本
工

業
規

格
）

が
定
め

ら
れ

、
市

の
基

準
で
は

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

構
造

は
、

J
IS

規
格
の

構
造

と
さ

れ
て

い
る

（
『
条

例
整

備
マ

ニ
ュ

ア
ル
』

p
.
8
8）
。
 

調
査

の
結

果
、

JI
S
規

格
に

合
致

し
て

い
な

い
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
を

敷
設

し
て

い
る

施
設

が
あ

っ
た

（
図
 

3
5
[
p
.
29
]
）。

 

視
覚

障
害

者
に

と
っ

て
、

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
形

状
や

寸
法
が

異
な

る
と

わ
か

り
に

く
い
こ

と
か

ら
、

J
I
S

規
格

に
合

致
し

た
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
に
敷

設
し

直
す

こ
と

を
検

討
さ
れ

た
い

。
 

d 
途

絶
・

部
分

的
な

敷
設

 
(
a
)
 
館

内
の

受
付

等
ま

で
の
敷

地
内

通
路

・
廊

下
等
 

道
等

か
ら

館
内

の
受

付
又

は
案

内
板
ま

で
の

特
定

の
敷

地
内

通
路
・
廊

下
等

に
お

い
て
、
点
字

ブ
ロ

ッ

ク
を

適
切

な
場

所
に

敷
設

す
る

必
要
が

あ
る

（
政
令

2
1Ⅱ

①
；

条
例

規
則

別
表
第

2
の

2
0
(
1
)
）。

 

調
査

の
結

果
、

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

の
敷
設

が
受

付
等

に
至

る
前

に
途
絶

し
て

い
る

施
設

が
1
4
施

設
あ

っ

た
（

図
 
3
6
[p
.
3
0]
～
図

 
3
8
[p
.
3
2
]
）。

 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
館

内
の

受
付

等
ま
で

連
続

し
な

け
れ

ば
、
視
覚

障
害

者
を

受
付

等
、
職

員
の
い

る
場

所
ま

で
誘

導
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

途
絶

し
て
い

る
施

設
は

、
受

付
等

ま
で
の

敷
設

に

努
め

ら
れ

た
い

。
 

 
(
b
)
 
建

物
内

等
 

建
物

内
や

敷
地

内
通

路
で

は
、

視
覚
障

害
者

に
階

段
等

の
位

置
を
知

ら
せ

、
安

全
か

つ
円

滑
に
利

用

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
階

段
・
傾

斜
路

の
上

端
、

下
端

、
踊
場

と
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
ロ

ビ
－
の

操
作

盤
前

に
、

点
状

ブ
ロ

ッ
ク

を
敷

設
す
る

必
要

が
あ

る
（

政
令

1
1②

,
1
2⑤

,
13
④

,2
1
Ⅱ
②

ロ
；
条

例
規

則

別
表
第

2
の

2
0
(1
)
エ
、

オ
、

カ
）。

 

調
査

の
結

果
、
敷
地

内
通

路
の

階
段
・
傾
斜

路
の

上
端

に
点

状
ブ
ロ

ッ
ク

の
な

い
施

設
が

３
施
設
（
図
 

3
9
[
p
.
33
]
）
、

建
物

内
の

階
段

・
傾

斜
路

の
上

端
に

点
状

ブ
ロ

ッ
ク

の
な

い
施

設
が

７
施

設
あ

っ
た

（
図
 

4
0
[
p
.
34
]
）
。

ま
た

、
階

段
・

傾
斜

路
の

下
端

及
び

踊
場

に
点

状
ブ

ロ
ッ

ク
が

な
い

施
設

が
９

施
設

（
図
 

4
1
[
p
.
35
]
）
、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
ロ

ビ
－
の

操
作

盤
前

に
点

状
ブ

ロ
ッ
ク

が
な

い
施

設
が

８
施

設
あ
っ

た
（
図
 

4
2
[
p
.
36
]
）。

 

階
段
・
傾
斜

路
の

下
端

及
び
踊

場
に
点

状
ブ

ロ
ッ

ク
が

な
い

施
設
、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
ロ
ビ

－
の
操

作
盤

前
に

点
状

ブ
ロ

ッ
ク

が
な

い
施

設
は
、

点
状

ブ
ロ

ッ
ク

の
敷

設
に
努

め
ら

れ
た

い
。
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（
ウ

）
入

口
段

差
 

条
例

で
は

、
多

機
能

ト
イ

レ
以

外
に
利

用
者

に
供

す
る

ト
イ

レ
を
設

け
る

場
合

は
、
出
入

口
に
は

車
い

す
使

用
者

の
通

行
の

妨
げ

と
な

る
段

を
設
け

な
い

こ
と

と
し
、
や

む
を
得

ず
段

を
設

け
る

場
合

は
、
車
い

す
使

用
者

が
円

滑
に

通
行

で
き

る
構

造
と

す
る
こ

と
と

し
て

い
る

（
条

例
規
則

別
表
第

2
の

8
(
2)
イ

）
。
 

調
査

の
結

果
、

ト
イ

レ
の

入
口

に
車

い
す

使
用

者
の

通
行

の
妨

げ
と

な
る

段
差

が
あ

る
施

設
が

５
施

設
あ

っ
た

（
図

 
63
[
p
.4
9
]
）。

 

ト
イ

レ
の

入
口

の
段

差
は

、車
い

す
使
用

者
を

は
じ

め
、
高
齢
者

に
も

通
行
の

妨
げ

と
な

り
得

る
こ
と

か
ら

、

誰
も

が
使

い
や

す
い

ト
イ

レ
と

な
る
よ

う
段

差
の

解
消

に
努

め
ら
れ

た
い

。
 

（
エ

）
多

機
能

ト
イ

レ
の

障
害
物
 

調
査

の
結

果
、
多
機

能
ト

イ
レ

の
手
す

り
等

に
物

が
置

か
れ

、
速
や

か
に

使
用

す
る

こ
と

が
困
難

と
な

っ
て

い
た

施
設

が
５

施
設

あ
っ

た
（

図
 
64
[
p
.4
9
]
,図

 
65
[
p
.5
0
]
）
。
 

多
機

能
ト

イ
レ

の
使

用
頻

度
が

低
い

場
合

で
も

、
本

来
の

用
途

を
妨

げ
る

よ
う

な
形

で
物

を
置

く
こ

と
な

く
、

多
機
能

ト
イ
レ

を
必
要
と

す
る

人
が

い
つ
で

も
円
滑
に

使
え

る
状

態
に
整

備
す
べ
き

で
あ

る
こ

と
か
ら

、

障
害

物
を

撤
去

し
、

そ
の

状
態

を
維
持

さ
れ

た
い

。
 

（
オ

）
表

示
 

多
機

能
ト

イ
レ

の
出

入
口

に
は

、
当
該

ト
イ

レ
が

多
機

能
ト

イ
レ
で

あ
る

旨
を

表
示

す
る

必
要
が

あ
る
（
政

令
1
9；

条
例

規
則

別
表

第
2
の

8
(
1)
サ

,1
7
(
3)
）
。
 

調
査

の
結

果
、
多
機

能
ト

イ
レ

を
設
置

し
て

い
る

も
の

の
、
当

該
ト

イ
レ

が
多

機
能

ト
イ

レ
で
あ

る
こ

と
を

表
示

し
て

い
な

い
施

設
が

あ
っ

た
（
図

 
66
[
p
.5
0
]
）。

 

ト
イ

レ
の

出
入

口
に

多
機

能
ト

イ
レ

で
あ

る
こ

と
の

表
示

が
な

け
れ

ば
、

多
機

能
ト

イ
レ

と
認

識
さ

れ
ず

速
や

か
な

使
用

を
妨

げ
ら

れ
る

お
そ
れ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、
当

該
ト
イ

レ
が

多
機

能
ト

イ
レ

で
あ
る

こ
と

を
表

示
さ

れ
た

い
。
 

３
 

ソ
フ

ト
面

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

つ
い

て

（
１

）
施

設
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に
お

け
る

情
報

提
供

高
齢

者
や

障
害

者
等

が
施

設
に

行
く
際

、
事
前

に
バ

リ
ア
フ

リ
ー
設

備
の

有
無

や
位

置
を

確
認
で

き
れ

ば
、
円

滑
に

施
設

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き
る

た
め

、
施

設
の

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

バ
リ

ア
フ

リ
ー

設
備
の

情
報

を
案

内
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

現
地

調
査

を
行

っ
た

7
5
施
設

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
確

認
し

た
と
こ

ろ
、

多
機

能
ト

イ
レ

の
情
報

を
案

内
し
て

い
な

い
施

設
が

７
施

設
、
車
い

す
使
用

者
用

駐
車

区
画

の
情

報
を
案

内
し

て
い

な
い

施
設

が
８
施

設
あ

っ
た
（
表
 

1
1
[
p
.
52
]
）。

 

バ
リ

ア
フ

リ
ー

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

で
掲

載
し

て
い

な
い

施
設
に

お
い

て
は

、
バ

リ
ア

フ
リ
ー

情
報

を
掲
載

さ
れ

た
い

。
 

（
２

）
窓

口
に

お
け

る
バ

リ
ア
フ

リ
ー

対
応

障
害

者
等

の
特

性
や

対
応

の
上

で
の

留
意

点
な

ど
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
に

関
す

る
知

識
を

有
し

て
い

る
こ

と

が
、
障
害

者
等

に
対

す
る

適
切

な
対
応

に
つ

な
が

る
。
例
え

ば
、
聴

覚
障

害
者

は
、
大
き

く
、
ろ

う
者

、
中

途
失

聴
者

、
難

聴
者

に
分

類
さ

れ
る

が
、
ろ

う
者

は
第

一
言

語
が

手
話
で

あ
る

た
め

、
日

本
語

の
理
解

が
十

分
で

な
い

人
も

お
り

、
筆

談
よ

り
も

手
話

に
よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を
希

望
す

る
場

合
も

あ
る

と
考
え

ら
れ

る
。
こ
の

6
5
 

調
査

の
結

果
、
案
内

板
に

点
字
を

付
し
て

い
る

も
の

の
、
点
字
の

表
記

が
誤
っ

て
い

た
施

設（
図

 
5
2
[p
.
4
3]
）

や
、
日

本
語

の
表

記
と

異
な
る

内
容
の

点
字

を
付

し
て

い
る

施
設
が

あ
っ

た
（
図

 
5
3[
p.
4
4
]
）。

ま
た
、
手
す

り
に

以
前

あ
っ

た
部

署
の

名
称

を
点
字

等
で

表
示

し
て

い
た

事
例
が

確
認

さ
れ

た
（

図
 5
4
[
p
.
44
]
）。

 

点
字

に
よ

る
案

内
は

、
点

字
が

読
め

る
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

施
設

内
の

ど
こ

に
何

が
あ

る
か

把
握

す
る

重
要

な
手

が
か

り
と

な
る

こ
と

か
ら
、

適
切

な
内

容
を

示
す

よ
う
改

善
に

努
め

ら
れ

た
い

。
 

（
イ

）
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
 

建
物

の
２

階
以

上
に

施
設

の
入

口
が

あ
る

も
の

の
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

を
設

置
し

て
い

な
い

施
設

に
お

い
て

は
、
代

替
措

置
と

し
て

１
階
に

イ
ン
タ

ー
ホ

ン
を

設
置

し
、
イ
ン

タ
ー

ホ
ン

に
よ

り
職
員

が
降
り

て
車

い
す

使

用
者

等
に

対
応

す
る

こ
と

が
考

え
ら
れ

る
。
 

a 
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
の

案
内
表

示

調
査

の
結

果
、
車
い

す
使

用
者

等
の
た

め
に

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

を
設
置

し
て

い
る

も
の

の
、
案

内
表

示
を

行

っ
て

い
な

い
施

設
が

あ
っ

た
（

図
 
56
[
p
.4
5
]
）。

 

案
内

表
示

を
行

わ
な

い
イ

ン
タ

ー
ホ
ン

は
、
そ
の

存
在

や
用

途
が
利

用
者

に
認

識
さ

れ
ず

、
ほ
と

ん
ど

使

用
さ

れ
な

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か
ら

、
案

内
表

示
を

適
切

に
行
わ

れ
た

い
。
 

b 
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
の

前
の
段

差

調
査

の
結

果
、
車

い
す

使
用

者
等

が
建
物

の
１

階
に

設
置

さ
れ

た
イ
ン

タ
ー

ホ
ン

で
２

階
に

い
る
施

設
職

員
を

呼
ぶ

必
要

の
あ

る
施

設
に

お
い
て
、
イ
ン

タ
ー

ホ
ン
の

前
に
大

き
な

段
差

が
あ

り
、
車
い

す
使

用
者

が

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

を
使

用
す

る
こ

と
が
困

難
な

施
設

が
あ

っ
た

（
図
 
5
7
[p
.
4
6]
）
。
 

入
口

の
段

差
の

解
消

や
イ

ン
タ

ー
ホ
ン

の
設

置
場

所
の

変
更

、
あ

る
い

は
１

階
に

入
っ

て
い

る
施
設

と
協

力
体

制
を

構
築

し
、
利

用
者
が

１
階
の

施
設

を
訪

ね
れ

ば
１

階
の
施

設
の

職
員

が
２

階
の

施
設
の

職
員

に
連

絡
す

る
よ

う
に

す
る

と
い

っ
た

対
応
を

含
め

、
改

善
に

努
め

ら
れ
た

い
。
 

オ
 

ト
イ

レ

（
ア

）
オ

ス
ト

メ
イ

ト
用

洗
浄
器

具
 

利
用

者
の

利
用

に
供

す
る

ト
イ

レ
を

設
け

る
場

合
、

オ
ス

ト
メ

イ
ト

用
の

洗
浄

器
具

を
設

け
た

多
機

能
ト

イ
レ

を
１

以
上

設
け

る
必

要
が

あ
る
（

政
令

14
Ⅰ
②

；
条
例

規
則
別

表
第

2
の

8(
1
)ス

）
。
 

調
査

の
結

果
、
車
い

す
使

用
者

等
の
た

め
の

多
機

能
ト

イ
レ

を
設
置

し
て

い
る

施
設

で
、
オ

ス
ト

メ
イ

ト
用

の
洗

浄
器

具
が

１
台

も
設

置
さ

れ
て
い

な
い

施
設
が

3
1
施
設

あ
っ
た

（
図

 
59
[
p
.4
7
]
）。

 

ト
イ

レ
の

ス
ペ

ー
ス

の
都

合
上

、
オ

ス
ト

メ
イ

ト
用

の
洗

浄
器

具
の

設
置

が
困

難
で

あ
る

施
設

も
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が
、
簡
易

型
の
洗

浄
器
具

や
前

広
便

座
等

も
活

用
し
、
可

能
な

限
り

オ
ス
ト

メ
イ
ト

が
使

い
や

す

い
ト

イ
レ

に
す

る
よ

う
検

討
さ

れ
た
い

。
 

（
イ

）
手

す
り

 

多
機

能
ト

イ
レ

以
外

に
小

便
器

を
設

け
る

場
合

は
、

１
以

上
の

小
便

器
に

つ
い

て
は

手
す

り
付

き
の

床
置

き
式

の
小

便
器

又
は

壁
掛

け
式

の
小
便

器
（
受

け
口

の
高
さ

が
35
c
m
以

下
の

も
の

。）
を

設
置
す

る
必

要
が

あ

る
（

条
例

規
則

別
表
第

2
の

8
(
2
)
カ
）
。
 

調
査

の
結

果
、

手
す

り
付

き
の

小
便

器
が

１
台

も
設

置
さ

れ
て

い
な

い
施

設
が

３
施

設
あ

っ
た

（
図

 

6
2
[
p
.
48
]
）。

 

多
機

能
ト

イ
レ

以
外

の
ト

イ
レ

に
手

す
り

を
設

置
す

る
こ

と
で

、
車

い
す

使
用

者
や

高
齢

者
等

が
当

該
ト

イ
レ

を
円

滑
に

利
用

で
き

る
こ

と
か
ら

、
手

す
り

付
き

小
便

器
の
設

置
を

検
討

さ
れ

た
い

。
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6
8
 

ま
た
、
振
動

型
呼

出
器

は
、
音

声
に
よ

る
呼

出
が

わ
か

り
に

く
い
聴

覚
障

害
者

等
に

対
し

、
呼

出
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

知
ら

せ
る

ツ
ー

ル
で

あ
る

。
一
方

、
振

動
型

呼
出

器
を

使
用
し

な
く

て
も

、
聴

覚
障

害
者
等

が
待

つ
席

ま
で

職
員

が
赴

く
な

ど
、
支
障

が
な

く
対
応

す
る

方
法

も
あ

り
、
現

場
の

体
制

や
事

務
処

理
フ

ロ
ー
に

よ
っ

て
ツ

ー
ル

の
有

益
性

が
変

わ
る

と
考

え
ら

れ
る
。
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
導
入

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
購
入

前
に

現
場

の
ニ

ー
ズ

や
体
制

等
を

把
握
し
、

実
際

に
使

用
す

る
か

ど
う

か
十

分
に
検

討
さ

れ
た

い
。

 

6
7
 

場
合

、
対

応
す

る
窓

口
職

員
が

聴
覚
障

害
者

の
特

性
の

違
い

を
理
解

し
て

お
り

、
本

市
の

手
話
通

訳
者

派
遣

制
度

を
知

っ
て

い
れ

ば
、

本
人

の
希

望
を
聞

い
て

同
制

度
を

案
内

す
る
な

ど
の

対
応

が
可

能
と

な
る
。
 

本
監

査
で

は
、
窓

口
職

員
に
対

す
る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

い
、
窓

口
職
員

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

に
関
す

る
基

礎
的

な

知
識

に
つ

い
て

調
査

し
た

。
そ

の
結
果

、
窓

口
職

員
の

う
ち

、
前
述

の
聴

覚
障

害
の

分
類

を
説
明

で
き

る
職

員
は

2
0
％

、
本

市
手

話
通

訳
者

派
遣

制
度
を

説
明

で
き

る
職

員
は

1
2％

と
い

ず
れ

も
低

い
水
準

で
あ
り

、
オ

ス
ト

メ
イ

ト
に

つ
い

て
も

説
明

で
き

る
職

員
は

2
7
％

に
と

ど
ま

る
な

ど
、

大
半

の
窓

口
職

員
が

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
知

識
を

十
分

に
有

し
て

い
な

い
現

状
が

確
認
さ

れ
た

（
図

 
69
[
p
.
53
]
）
。
 

ま
た
、
本
市

で
は
、
バ
リ

ア
フ

リ
ー
対

応
に

関
す

る
知

識
を

向
上
さ

せ
る

取
組

と
し

て
、
障
害

者
へ

の
対

応
方

法
、
配
慮

す
る

点
等

に
関

す
る

研
修
等

が
行

わ
れ

て
い

る
。
し

か
し

な
が

ら
、
窓

口
職
員

に
対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
全

体
の

88
％
（

区
役
所

職
員
：

8
2％

,市
税
事

務
所
職

員
：
9
8
％

）
が
そ

の
よ

う
な

研
修
等

を
受

講
し

た

こ
と

が
な

い
と

回
答

し
て

お
り
（

図
 
7
0
[p
.
5
4]
）
、
大

部
分

の
窓
口

職
員

が
研

修
で

は
バ

リ
ア
フ

リ
ー

対
応

の
知

識
を

獲
得

で
き

て
い

な
い

状
況

が
確
認

さ
れ

た
。
 

一
方

、
健
康

福
祉

局
で

は
障
害

者
差
別

解
消

法
の

施
行

に
合

わ
せ
て

、
本
市

職
員

向
け
に

障
害
特

性
等

を
記

載

し
、

合
理

的
配

慮
が

必
要

な
場

合
の

対
応

方
法

な
ど

を
解
説

し
た

サ
ポ

ー
ト

ブ
ッ

ク
＊
を
作

成
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
半

数
以

上
の

窓
口

職
員
が

サ
ポ

ー
ト

ブ
ッ

ク
の

存
在
を

知
ら

ず
、
存

在
を
知

っ
て
い

る
と

回
答

し
た

職
員

で
も

内
容

を
把

握
す

る
ま

で
理
解

し
た

者
は

ご
く

一
部

に
と
ど

ま
る

こ
と

か
ら
（
図

 
7
3
[p
.
5
5]
）
、
サ

ポ
ー

ト
ブ

ッ
ク

の
周

知
方

法
の

改
善

だ
け
で

な
く

、
わ

か
り

や
す

さ
や
学

習
方

法
な

ど
に

つ
い

て
も
改

善
す

る
余

地
が

あ
る

と
考

え
る

。
 

窓
口

職
員

を
は

じ
め

職
員

の
誰

も
が
障

害
者

に
対

し
て

適
切

に
対
応

で
き

る
よ

う
、
サ
ポ

ー
ト
ブ

ッ
ク

の
要
点

を
e
ラ
ー

ニ
ン

グ
に

し
て

全
職

員
に
学

習
さ

せ
る

な
ど

、
職

員
の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

応
の

知
識
を

向
上

さ
せ

る
取

組
を

行
わ

れ
た

い
。
 

ま
た

、
特
に

窓
口

対
応

の
多
い

区
役
所

等
の

職
員

に
つ

い
て

は
、
例
え

ば
障

害
者

対
応
の

た
め
の

研
修

の
対

象

人
数

を
増

や
す

な
ど

研
修

の
充

実
を
検

討
さ

れ
た

い
。

 

*
 「

第
３

 ５
（
２
）
イ
（
イ
）
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
参
照
 

ま
た
、
各
区

役
所

の
窓

口
部
署

に
お
い
て
、
障

害
者

と
の
意

思
疎
通

を
補

助
す

る
た

め
、
筆
談

ボ
ー

ド
や

振
動

型
呼

出
器

と
い

っ
た

様
々

な
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
導
入

し
て

い
る

。
 

窓
口

職
員

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い
て
、
筆
談

ボ
ー

ド
、
音

声
拡
聴

器
、
振

動
型

呼
出
器

の
使
用

状
況

を
聞

い

た
と

こ
ろ

、
そ

れ
ぞ

れ
の

ツ
ー

ル
を
導

入
し

て
い

る
職

場
で

、
当
該

ツ
ー

ル
を

見
た

こ
と

が
な
い

と
回

答
し

た
職

員
の

割
合

は
、
筆
談

ボ
ー

ド
で

2
2％

、
音
声

拡
聴

器
で

2
5％

、
振
動

型
呼

出
器

で
5
1
％
で

あ
っ
た
（
図

 
7
5[
p
.
56
]
）。

一
方

、
使

用
し

た
こ

と
が

あ
る

と
答
え

た
職

員
の

割
合

は
、

筆
談
ボ

ー
ド
で

2
9％

、
音
声

拡
聴
器
で

1
4％

、
振

動
型

呼
出

器
で

5％
で
あ

っ
た

。
 

こ
れ

ら
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

に
つ

い
て

は
、

使
用

対
象

と
な

る
人

の
来

庁
頻

度
を

考
慮

す
る

と
、

必
ず

し
も

高
い

使
用

率
が

見
込

ま
れ
る

も
の

と
は

い
え

な
い

が
、
そ

も
そ

も
ツ

ー
ル

の
存

在
を
窓

口
職

員
が

知
ら

な
け

れ
ば
、
必
要

な
と

き
に
使

用
す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。
ま
た
、
参
考

事
例
（
図

 
76
[p
.
5
7
]）

の
よ
う

に
受

付

カ
ウ

ン
タ

ー
上

で
ツ

ー
ル

を
案

内
す
る

な
ど

、
来

庁
者

に
対

し
ツ
ー

ル
の

存
在

を
周

知
す

る
こ
と

で
、
使
用

す
る

人
が

増
え

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。
 

障
害

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
ツ

ー
ル

を
導

入
し

て
い

る
部
署

は
、
ツ
ー

ル
の

存
在

を
職
員

や
来

庁
者
に

対
し

十
分

に
周

知
さ

れ
た

い
。
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7
0
 

N
o
.

施
設
名

所
管
部
署
（
局
区
）
所
管
部
署
（
課
）

所
在
区

4
0
教
育
文
化
会
館
大
師
分
館

川
崎
区
役
所

生
涯
学
習
支
援
課

川
崎
区

4
1
川
崎
区
役
所
大
師
支
所

川
崎
区
役
所

大
師
支
所
区
民
セ
ン
タ
ー

川
崎
区

4
2
川
崎
区
役
所
田
島
支
所

川
崎
区
役
所

田
島
支
所
区
民
セ
ン
タ
ー

川
崎
区

4
3
東
海
道
か
わ
さ
き
宿
交
流
館

川
崎
区
役
所

地
域
振
興
課

川
崎
区

4
4
幸
区
役
所

幸
区
役
所

総
務
課

幸
区

4
5
幸
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

幸
区
役
所

地
域
振
興
課

幸
区

4
6
石
川
記
念
武
道
館

幸
区
役
所

地
域
振
興
課

幸
区

4
7
日
吉
合
同
庁
舎

幸
区
役
所

日
吉
出
張
所

幸
区

4
8
幸
区
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー

幸
区
役
所

道
路
公
園
セ
ン
タ
ー
管
理
課

幸
区

4
9
中
原
市
民
館

中
原
区
役
所

生
涯
学
習
支
援
課

中
原
区

5
0
中
原
区
役
所

中
原
区
役
所

総
務
課

中
原
区

5
1
と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ

中
原
区
役
所

地
域
振
興
課

中
原
区

5
2
高
津
区
役
所

高
津
区
役
所

総
務
課

高
津
区

5
3
高
津
区
役
所
橘
出
張
所

高
津
区
役
所

橘
出
張
所

高
津
区

5
4
高
津
市
民
館

高
津
区
役
所

生
涯
学
習
支
援
課

高
津
区

5
5
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館

高
津
区
役
所

総
務
課

高
津
区

5
6
宮
前
区
役
所

宮
前
区
役
所

総
務
課

宮
前
区

5
7
宮
前
市
民
館

宮
前
区
役
所

生
涯
学
習
支
援
課

宮
前
区

5
8
有
馬
・
野
川
生
涯
学
習
支
援
施
設
（
ア
リ
ー
ノ
）

宮
前
区
役
所

生
涯
学
習
支
援
課

宮
前
区

5
9
宮
前
区
役
所
向
丘
出
張
所

宮
前
区
役
所

向
丘
出
張
所

宮
前
区

6
0
多
摩
区
役
所

多
摩
区
役
所

総
務
課

多
摩
区

6
1
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

多
摩
区
役
所

地
域
振
興
課

多
摩
区

6
2
麻
生
区
役
所

麻
生
区
役
所

総
務
課

麻
生
区

6
3
麻
生
市
民
館

麻
生
区
役
所

生
涯
学
習
支
援
課

麻
生
区

6
4
麻
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

麻
生
区
役
所

地
域
振
興
課

麻
生
区

6
5
入
江
崎
余
熱
利
用
プ
ー
ル

上
下
水
道
局

サ
ー
ビ
ス
推
進
課

川
崎
区

6
6
南
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
水
道
）

上
下
水
道
局

南
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

中
原
区

6
7
中
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
水
道
）

上
下
水
道
局

中
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

高
津
区

6
8
北
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
水
道
）

上
下
水
道
局

北
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

麻
生
区

6
9
川
崎
病
院

病
院
局

市
立
川
崎
病
院
事
務
局
庶
務
課

川
崎
区

7
0
井
田
病
院

病
院
局

市
立
井
田
病
院
事
務
局
庶
務
課

中
原
区

7
1
多
摩
病
院

病
院
局

経
営
企
画
室

多
摩
区

7
2
中
原
図
書
館

教
育
委
員
会

中
原
図
書
館

中
原
区

7
3
宮
前
図
書
館

教
育
委
員
会

宮
前
図
書
館

宮
前
区

7
4
麻
生
図
書
館

教
育
委
員
会

麻
生
図
書
館

麻
生
区

7
5
中
央
支
援
学
校

教
育
委
員
会

教
育
環
境
整
備
推
進
室

高
津
区

6
9
 

巻
末
 

１
 

現
地

調
査

施
設

一
覧

 

N
o
.

施
設
名

所
管
部
署
（
局
区
）
所
管
部
署
（
課
）

所
在
区

1
市
役
所
第
３
庁
舎

総
務
企
画
局

庁
舎
管
理
課

川
崎
区

2
か
わ
さ
き
市
税
事
務
所

財
政
局

税
制
課

川
崎
区

3
み
ぞ
の
く
ち
市
税
事
務
所

財
政
局

税
制
課

高
津
区

4
し
ん
ゆ
り
市
税
事
務
所

財
政
局

税
制
課

麻
生
区

5
川
崎
駅
北
口
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設

市
民
文
化
局

区
政
推
進
課

川
崎
区

6
小
杉
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

市
民
文
化
局

区
政
推
進
課

中
原
区

7
溝
口
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

市
民
文
化
局

区
政
推
進
課

高
津
区

8
鷺
沼
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

市
民
文
化
局

区
政
推
進
課

宮
前
区

9
登
戸
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

市
民
文
化
局

区
政
推
進
課

多
摩
区

1
0
菅
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

市
民
文
化
局

区
政
推
進
課

多
摩
区

1
1
市
民
プ
ラ
ザ

市
民
文
化
局

企
画
課

高
津
区

1
2
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

市
民
文
化
局

市
民
文
化
振
興
室

中
原
区

1
3
労
働
会
館
（
サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
き
）

経
済
労
働
局

労
働
雇
用
部

川
崎
区

1
4
か
わ
さ
き
エ
コ
暮
ら
し
未
来
館

環
境
局

地
球
環
境
推
進
室

川
崎
区

1
5
堤
根
余
熱
利
用
市
民
施
設
（
ヨ
ネ
ッ
テ
ィ
ー
堤
根
）

環
境
局

減
量
推
進
課

川
崎
区

1
6
王
禅
寺
余
熱
利
用
市
民
施
設
（
ヨ
ネ
ッ
テ
ィ
ー
王
禅
寺
）
環
境
局

減
量
推
進
課

麻
生
区

1
7
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑

健
康
福
祉
局

生
活
衛
生
課

川
崎
区

1
8
御
幸
老
人
い
こ
い
の
家

健
康
福
祉
局

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

幸
区

1
9
高
津
老
人
い
こ
い
の
家

健
康
福
祉
局

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

高
津
区

2
0
平
老
人
い
こ
い
の
家

健
康
福
祉
局

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

宮
前
区

2
1
千
代
ケ
丘
老
人
い
こ
い
の
家

健
康
福
祉
局

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

麻
生
区

2
2
百
合
丘
老
人
い
こ
い
の
家

健
康
福
祉
局

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

麻
生
区

2
3
か
わ
さ
き
老
人
福
祉
・地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
局

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

川
崎
区

2
4
さ
い
わ
い
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

健
康
福
祉
局

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

幸
区

2
5
か
わ
さ
き
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
局

健
康
増
進
課

川
崎
区

2
6
北
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
局

障
害
計
画
課

麻
生
区

2
7
南
部
身
体
障
害
者
福
祉
会
館
・
ふ
じ
み
園

健
康
福
祉
局

障
害
計
画
課

川
崎
区

2
8
視
覚
障
害
者
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
局

障
害
福
祉
課

川
崎
区

2
9
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（エ
ポ
ッ
ク
な
か
は
ら
）

健
康
福
祉
局

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室

中
原
区

3
0
幸
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
未
来
局

青
少
年
支
援
室

幸
区

3
1
西
加
瀬
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
未
来
局

青
少
年
支
援
室

中
原
区

3
2
新
城
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
未
来
局

青
少
年
支
援
室

中
原
区

3
3
宮
前
平
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
未
来
局

青
少
年
支
援
室

宮
前
区

3
4
平
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
未
来
局

青
少
年
支
援
室

宮
前
区

3
5
菅
生
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
未
来
局

青
少
年
支
援
室

宮
前
区

3
6
菅
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
未
来
局

青
少
年
支
援
室

多
摩
区

3
7
港
湾
振
興
会
館
（川
崎
マ
リ
エ
ン
）

港
湾
局

港
湾
管
理
課

川
崎
区

3
8
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
（
カ
ル
ッ
ツ
か
わ
さ
き
）

川
崎
区
役
所

地
域
振
興
課

川
崎
区

3
9
川
崎
区
役
所

川
崎
区
役
所

総
務
課

川
崎
区
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農 業 委 員 会 告 示

川農委告示第２号

　第20回川崎市農業委員会総会を次のとおり招集します。

　　平成31年１月29日

 川崎市農業委員会　　　　

 会長　長　瀬　和　德　　

１ 　日　時

　　　平成31年２月12日（火）　午後２時00分～

２ 　場　所

　　　セレサ川崎農業協同組合梶ヶ谷ビル３階

　　　第３会議室

　　　（川崎市高津区梶ヶ谷２－１－７）

３ 　議　題

　⑴ 　議案第１号　 農地法第５条第１項の規定による許

可申請に対する意見について

　⑵ 　議案第２号　 農用地利用集積計画の決定について

　⑶ 　議案第３号　 相続税の納税猶予適格者証明（新

規）について

　⑷ 　報告第１号　 農地の転用届出に関する事務局長の

専決処分について

　⑸ 　報告第２号　 相続税の納税猶予適格者証明（継

続）について

　⑹ 　報告第３号　 生産緑地の農業の主たる従事者証明

について

　⑺ 　報告第４号　 買い取らない旨の通知をした生産緑

地のあっせんについて

　⑻ 　報告第５号　 地目変更登記に係る登記官からの照

会について

　⑼ 　報告第６号　 特定農地貸付けにおける軽微な変更

について

　⑽ 　その他

川 崎 区 公 告

川崎市川崎区公告第６号

　次の後期高齢者医療保険料に係る督促状を別紙記載の

者に送達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及

び事業所が不明のため送達することができないので、高

齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）

第112条で準用する地方税法（昭和25年法律第226号）第

20条の２の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市川崎区長　水　谷　吉　孝　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度

後期高齢者

医療保険料
第６期

平成31年２月１日

（第６期分）
計５件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市川崎区公告第７号

　次の国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送

達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業

所が不明のため送達することができないので、国民健康

保険法（昭和33年法律第192号）第78条で準用する地方

税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により

公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市川崎区長　水　谷　吉　孝　　

年度 科目 期別

この公示により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

28年度

国民健康

保険料
第10期

平成31年２月１日

（第10期）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第１期

平成31年２月１日

（第１期）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第２期

平成31年２月１日

（第２期）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第３期

平成31年２月１日

（第３期）
計５件

平成

30年度

国民健康

保険料
第４期

平成31年２月１日

（第４期）
計９件

平成

30年度

国民健康

保険料
第５期

平成31年２月１日

（第５期）
計４件

平成

30年度

国民健康

保険料
第６期

平成31年２月１日

（第６期）
計５件

平成

30年度

国民健康

保険料
第７期

平成31年２月１日

（第７期）
計40件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市川崎区公告第８号

　次の国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送

達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業

所が不明のため送達することができないので、国民健康

保険法（昭和33年法律第192号）第78条で準用する地方

税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により

公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。
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　　平成31年１月21日

 川崎市川崎区長　水　谷　吉　孝　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度

国民健康

保険料
第２期

平成31年２月１日

（第２期）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第４期

平成31年２月１日

（第４期）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第５期

平成31年２月１日

（第５期）
計５件

平成

30年度

国民健康

保険料
第６期

平成31年２月１日

（第６期）
計12件

平成

30年度

国民健康

保険料
第７期

平成31年２月１日

（第７期）
計29件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市川崎区公告第９号

　次の国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送

達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業

所が不明のため送達することができないので、国民健康

保険法（昭和33年法律第192号）第78条で準用する地方

税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により

公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市川崎区長　水　谷　吉　孝　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度

国民健康

保険料

過随

11月
平成31年２月１日 計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第６期 平成31年２月１日 計８件

平成

30年度

国民健康

保険料
第７期 平成31年２月１日 計87件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市川崎区公告第10号

　督促状を別紙記載の者に送達すべきところ、その者の

住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送達するこ

とができないので、介護保険法（平成９年12月17日法律

第123号）第143条で準用する地方税法（昭和25年法律第

226号）第20条の２の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市川崎区長　水　谷　吉　孝　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度
介護保険料

11月

過随分

平成31年２月１日

（11月過随分）
計１件

平成

30年度
介護保険料 第８期

平成31年２月１日

（第８期分）
計１件

平成

30年度
介護保険料 第９期

平成31年２月１日

（第９期分）
計32件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市川崎区公告第11号

　住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第８条及び住

民基本台帳法施行令（昭和42年政令第292号）第12条第

１項の規定により、別紙に記載の者について住民票を職

権消除しましたので、同条第４項の規定により、その者

に通知しなければならないところ住所及び居所が不明の

為、通知の送達ができないので公示します。

　　平成31年１月31日

 川崎市川崎区長　水　谷　吉　孝　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に

ついての裁決があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が被告

の代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市川崎区公告第12号

　川崎市印鑑条例（昭和51年川崎市条例第８号）第12条

第１項第６号の規定により、別紙に記載の者について、

印鑑の登録を抹消しましたので、同条第２項の規定によ

り、その者に通知しなければならないところ住所及び居

所が不明の為、通知の送達ができないので公示します。

　　平成31年１月31日

 川崎市川崎区長　水　谷　吉　孝

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に

ついての裁決があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が被告

の代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）
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幸 区 公 告

川崎市幸区公告第２号

　次の国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送

達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業

所が不明のため送達することができないので、国民健康

保険法（昭和33年12月27日法律第192号）第78条で準用

する地方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規

定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市幸区長　石　渡　伸　幸　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

29年度

国民健康

保険料
第10期

平成31年２月１日

（第10期分）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第１期

平成31年２月１日

（第１期分）
計３件

平成

30年度

国民健康

保険料
第２期

平成31年２月１日

（第２期分）
計４件

平成

30年度

国民健康

保険料
第３期

平成31年２月１日

（第３期分）
計６件

平成

30年度

国民健康

保険料
第４期

平成31年２月１日

（第４期分）
計３件

平成

30年度

国民健康

保険料
第５期

平成31年２月１日

（第５期分）
計４件

平成

30年度

国民健康

保険料
第６期

平成31年２月１日

（第６期分）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第７期

平成31年２月１日

（第７期分）
計１件

（別紙省略）

中 原 区 公 告

川崎市中原区公告第３号

　次の国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送

達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業

所が不明のため送達することができないので、国民健康

保険法（昭和33年12月27日法律第192号）第78条で準用

する地方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規

定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市中原区長　向　坂　光　浩　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度

国民健康

保険料
第３期 平成31年２月１日 計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第４期 平成31年２月１日 計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第５期 平成31年２月１日 計６件

平成

30年度

国民健康

保険料
第６期 平成31年２月１日 計66件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市中原区公告第４号

　次の介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、介護保険法

（平成９年12月17日法律123号）第143条で準用する地方

税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により

公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市中原区長　向　坂　光　浩　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度
介護保険料 第８期 平成31年２月１日 計３件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市中原区公告第５号

　次の後期高齢者医療保険料に係る督促状を別紙記載の

者に送達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及

び事業所が不明のため送達することができないので、高

齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）

第112条で準用する地方税法（昭和25年法律第226号）第

20条の２の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市中原区長　向　坂　光　浩　　
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年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度

後期高齢者

医療保険料
第４期 平成31年２月１日 計３件

平成

30年度

後期高齢者

医療保険料
第５期 平成31年２月１日 計６件

（別紙省略）

高 津 区 公 告

川崎市高津区公告第３号

　後期高齢者医療保険料に係る督促状を別紙記載の者に

送達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事

業所が不明のため送達することができないので、高齢者

の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）第

112条で準用する地方税法（昭和25年法律第226号）第20

条の２の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市高津区長　髙　梨　憲　爾　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手しうる日

件数

・

備考

平成

30年度

後期高齢者

医療保険料
第４期分

平成31年２月１日

（第４期分）
計１件

平成

30年度

後期高齢者

医療保険料
第５期分

平成31年２月１日

（第５期分）
計１件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市高津区公告第４号

　次の国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送

達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業

所が不明のため送達することができないので、国民健康

保険法（昭和33年12月27日法律第192号）第78条で準用

する地方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規

定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市高津区長　髙　梨　憲　爾　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度

国民健康

保険料
第１期分

平成31年２月１日

（第１期分）
計２件

平成

30年度

国民健康

保険料
第２期分

平成31年２月１日

（第２期分）
計２件

平成

30年度

国民健康

保険料
第３期分

平成31年２月１日

（第３期分）
計４件

平成

30年度

国民健康

保険料
第４期分

平成31年２月１日

（第４期分）
計４件

平成

30年度

国民健康

保険料
第５期分

平成31年２月１日

（第５期分）
計７件

平成

30年度

国民健康

保険料
第６期分

平成31年２月１日

（第６期分）
計７件

平成

30年度

国民健康

保険料
第７期分

平成31年２月１日

（第７期分）
計68件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市高津区公告第５号

　次の介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、介護保険法

（平成９年12月17日法律第123号）第143条で準用する地

方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定によ

り公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市高津区長　髙　梨　憲　爾　　

年　度 科　目 期　別
滞納処分に

着手し得る日
件数・備考

平成

30年度

介護

保険料
第７期分

平成31年２月１日

（第７期分）
計３件

平成

30年度

介護

保険料
第８期分

平成31年２月１日

（第８期分）
計４件

平成

30年度

介護

保険料
第９期分

平成31年２月１日

（第９期分）
計22件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市高津区公告第６号

　住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第８条及び住

民基本台帳法施行令（昭和42年政令第292号）第12条第

１項の規定により、別紙に記載の者について住民票を職

権消除しましたので、同条第４項の規定により、その者

に通知しなければならないところ住所及び居所が不明の

為、通知の送達ができないので公示します。

　　平成31年１月24日

 川崎市高津区長　髙　梨　憲　爾　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に
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ついての決裁があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に川崎市を被告として（川崎市長が被告の

代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市高津区公告第７号

　川崎市印鑑条例（昭和51年川崎市条例第８号）第12条

第１項第６号の規定により、別紙に記載の者について、

印鑑の登録を抹消しましたので、同条第２項の規定によ

り、その者に通知しなければならないところ住所及び居

所が不明の為、通知の送達ができないので公示します。

　　平成31年１月24日

 川崎市高津区長　髙　梨　憲　爾　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に

ついての裁決があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が被告

の代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）

宮 前 区 公 告

川崎市宮前区公告第２号

　次の督促状を別紙記載の者に送達すべきところ、その

者の住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送達す

ることができない　ので、国民健康保険法（昭和33年法

律第192号）第78条で準用する地方税法（昭和25年法律

第226号）第20条の２の規定により公告します。

なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交付

します。

　　平成31年１月21日

 川崎市宮前区長　小田嶋　　　満　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

29年度

国民健康

保険料
過随９月 平成31年２月１日 計１件

平成

29年度

国民健康

保険料
過随10月 平成31年２月１日 計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第３期 平成31年２月１日 計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第４期 平成31年２月１日 計２件

平成

30年度

国民健康

保険料
第５期 平成31年２月１日 計２件

平成

30年度

国民健康

保険料
第６期 平成31年２月１日 計２件

平成

30年度

国民健康

保険料
第７期 平成31年２月１日 計18件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市宮前区公告第３号

　住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第８条及び住

民基本台帳法施行令（昭和42年政令第292号）第12条第

１項の規定により、別紙に記載の者について住民票を職

権消除しましたので、同条第４項の規定により、その者

に通知しなければならないところ住所及び居所が不明の

為、通知の送達ができないので公示します。

　　平成31年１月23日

 川崎市宮前区長　小田嶋　　　満　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に

ついての裁決があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が被告

の代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）

多 摩 区 公 告

川崎市多摩区公告第４号

　川崎市印鑑条例（昭和51年川崎市条例第８号）第12条

第１項第６号の規定により、別紙に記載の者について、

印鑑の登録を抹消しましたので、同条第２項の規定によ

り、その者に通知しなければならないところ住所及び居

所が不明の為、通知の送達ができないので公示します。

　　平成31年１月17日

 川崎市多摩区長　石　本　孝　弘　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に

ついての裁決があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が被告

の代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）

　　　───────────────────



川 崎 市 公 報 （第1,764号）平成31年(2019年)２月12日

－671－

川崎市多摩区公告第５号

　住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第８条及び住

民基本台帳法施行令（昭和42年政令第292号）第12条第

１項の規定により、別紙に記載の者について住民票を職

権消除しましたので、同条第４項の規定により、その者

に通知しなければならないところ住所及び居所が不明の

為、通知が送達できないので公示します。

　　平成31年１月17日

 川崎市多摩区長　石　本　孝　弘　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に

ついての裁決があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が被告

の代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市多摩区公告第６号

　次の介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、介護保険法

（平成９年12月17日法律123号）第143条で準用する地方

税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により

公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市多摩区長　石　本　孝　弘　　

年　度 科　目 期　別
滞納処分に

着手し得る日
件数・備考

平成

30年度
介護保険料 第８期 平成31年２月１日 ９件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市多摩区公告第７号

　次の国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送

達したところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所

が不明のため送達することができないので、国民健康保

険法（昭和33年12月27日法律192号）第78条で準用する

地方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定に

より公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市多摩区長　石　本　孝　弘　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度

国民健康

保険料
第１期

平成31年２月１日

（第１期分）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第２期

平成31年２月１日

（第２期分）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第３期

平成31年２月１日

（第３期分）
計２件

平成

30年度

国民健康

保険料
第４期

平成31年２月１日

（第４期分）
計４件

平成

30年度

国民健康

保険料
第５期

平成31年２月１日

（第５期分）
計８件

平成

30年度

国民健康

保険料
第６期

平成31年２月１日

（第６期分）
計10件

平成

30年度

国民健康

保険料
第７期

平成31年２月１日

（第７期分）
計64件

（別紙省略）

麻 生 区 公 告

川崎市麻生区公告第２号

　次の督促状を別紙記載の者に送達すべきところ、その

者の住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送達す

ることができないので、国民健康保険法（昭和33年12月

27日法律第192号）第78条で準用する地方税法（昭和25

年法律第226号）第20条の２の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市麻生区長　多　田　貴　栄　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度

国民健康

保険料
第４期

平成31年２月１日

（第４期分）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第５期

平成31年２月１日

（第５期分）
計１件

平成

30年度

国民健康

保険料
第６期

平成31年２月１日

（第６期分）
計10件

平成

30年度

国民健康

保険料
第７期

平成31年２月１日

（第７期分）
計48件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市麻生区公告第３号

　次の配当計算書（謄本）を別紙記載の者に送達すべき

ところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が不明

のため送達することができないので、国民健康保険法

（昭和33年12月27日法律第192号）第78条で準用する地



（第1,764号）平成31年(2019年)２月12日 川 崎 市 公 報

－672－

方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定によ

り公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市麻生区長　多　田　貴　栄　　

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市麻生区公告第４号

　次の介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、介護保険法

（平成９年12月17日法律第123号）第143条で準用する地

方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定によ

り公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　平成31年１月21日

 川崎市麻生区長　多　田　貴　栄　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

平成

30年度
介護保険料 第８期

平成31年２月１日

（第８期分）
計９件

（別紙省略）

正 誤

　川崎市公報第1,763号（平成31年１月25日発行）234ペ

ージ川崎市公告（調達）第57号中

「

　⑶ 　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書、

質問書の様式が添付されている入札説明書は、川崎

市のホームページの「入札情報かわさき」（http://

www.city.kawasaki.jp/233300/index.html）におい

て、本件の公表情報詳細のページからダウンロード

できます。

 」

は

「

　⑶ 　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書、

質問書の様式が添付されている入札説明書は、川崎

市のホームページの「入札情報かわさき」（http://

www.city.kawasaki.jp/233300/index.html）におい

て、本件の公表情報詳細のページからダウンロード

できます。

　⑷ 　当該落札決定の効果は、平成31年度第１回川崎市

議会定例会における、本調達に係る予算の議決を要

します。

 」

の誤り。

　川崎市公報第1,763号（平成31年１月25日発行）258ペ

ージ川崎市公告（調達）第72号中「登録される予定であ

る者」は「登録されている者」の、「登載される予定で

あること」は「登載されていること」の、「平成29・30

年度川崎市業務委託有資格業者名簿」は「平成31・32年

度川崎市業務委託有資格業者名簿」の誤り。


